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平成22年 平成22年 

落成した新庁舎（正面玄関側〔東側〕は外構工事の仮囲いが施されているため西側から撮影） 

今
月
の
主
な
内
容 

C
o
n
te
n
ts ７ ８ 12  17  23 23 29

 

　
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
新
庁
舎
が
こ
の

ほ
ど
落
成
し
、五
月
六
日
か
ら
新
庁
舎
で
の

業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
新
庁
舎
は
、一
階
に
総
合
案
内
所
を

設
け
、市
民
の
皆
さ
ん
の
利
用
が
多
い
窓
口

部
門
を
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
収
め
る
な
ど
、利
便

性
に
配
慮
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
と
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、免
震
構
造
を
取
り
入
れ
安
全
性
を

確
保
し
た
ほ
か
、
深
夜
電
力
、
雨
水
の
利
用

な
ど
環
境
面
に
も
配
慮
し
ま
し
た
。 

　
新
し
い
市
政
の
拠
点
施
設
と
し
て
市
民

の
皆
さ
ん
に
一
層
親
し
ま
れ
、開
か
れ
た
庁

舎
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
特
集
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

四
万
十
農
園
あ
ぐ
り
っ
こ
研
修
生
募
集 

特
集『
新
庁
舎
落
成
』 

特
集『
地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
拡
充
に
向
け
て
』 

マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
が
四
万
十
川
清
流
保
全
に
貢
献 

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
対
象
者
拡
大 

四
万
十
市
不
妊
治
療
費
等
助
成
事
業 

四
万
十
川
水
泳
マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集 

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ 
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地球環境課だより ～ごみ減量、リサイクルに向けて～ 地球環境課だより ～ごみ減量、リサイクルに向けて～ 地球環境課だより ～ごみ減量、リサイクルに向けて～ 

回収するペットボトルキャップは　　　　のキャップだけです。 
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今
回
の
調
査
は
、
我
が
国

が
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会

と
な
っ
て
実
施
す
る
最
初
の

国
勢
調
査
で
、
日
本
の
未
来

を
考
え
る
た
め
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
最
新
の
人
口
・

世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
重
要
な
調
査
で
す
。 

　
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住

ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
及
び

世
帯
が
対
象
で
す
。９
月
下
旬
、

調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て

う
か
が
い
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

■
投
稿
で
き
る
も
の 

　
「
ニ
ュ
ー
ス
」「
話
題
」「
自
慢
」「
写
真
」「
イ
ベ
ン

ト
・
サ
ー
ク
ル
紹
介
」「
市
政
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご

提
案
」な
ど（
３
０
０
字
程
度
） 

■
投
稿
方
法 

・
電
子
メ
ー
ル
、
郵
送
。
ま
た
は
ご
持
参
し
て
く
だ

　
さ
い
。（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
） 

・「
広
報
掲
載
希
望
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、電
話
番
号 

　（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。 

　
匿
名
希
望
の
方
は
そ
の
旨
を
明
記
し
て
く
だ
さ

　
い（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
） 

・
投
稿
し
て
い
た
だ
く
写
真
（
デ
ジ
タ
ル
可
）
な
ど

　
は
、返
却
不
要
な
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

■
注
意
事
項 

　
営
利
目
的
お
よ
び
政
治
・
宗
教
活
動
、
そ
の
他
公

共
性
・
公
益
性
を
損
な
う
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。 

 
■
投 
稿 

先
　
電
子
メ
ー
ル
　 

　k
o
u
h
o
u
@
c
ity
.s
h
im
a
n
to
.lg
.jp
 

■
郵
送
・
持
参 

　
〒
７
８
７
―
８
５
０
１ 

　
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
４
―
10 

　
四
万
十
市
役
所
企
画
広
報
課 

広
報
公
聴
係 

■
問
い
合
わ
せ
先 

　
企
画
広
報
課 

広
報
公
聴
係 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
（
３
４
）６
１
２
８ 

● 問い合わせ先 ● 

（本　　庁） 企画広報課  ☎ (34)6128 
（総合支所） 総　務　課  ☎ (52)1111

10月1日を基準日として全国いっせいに 
国勢調査を実施します。 

「広報 四万十」投稿記事募集 

平成22年10月1日 

国勢調査 

① ごみをできるだけ減らす（リデュース） 
② 物をできるだけ繰り返し使う（リユース） 
③ ごみを資源として再び利用する（リサイクル） 

３Ｒでごみ減量 ３Ｒでごみ減量 ３Ｒでごみ減量 ！！！！ ！！！！ ！！ 問い合わせ先 

コーヒー、クリープ 
などのビンのふた 

カセットコンロのふた 

お酒、お酢などのビンのふた 
４月から回収して

いる「ペットボト

ルキャップ」の中に、

回収できないもの

が混じっているの

で注意してね 

（総合支所）住民課 

　　（５２）１１１１　 

（本庁）地球環境課 

　　（３４）６１２６ 

募 募 集 集 防
疫
（
害
虫
駆
除
）
薬
剤
に
つ
い
て 

　
毎
年
、
ト
イ
レ
や
家
の
周
り
（
敷
地
内
）
か
ら
発
生
し

た
蚊
や
ハ
エ
の
駆
除
に
対
す
る
防
疫
薬
剤
を
あ
っ
せ
ん

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
メ
ー
カ
ー
な
ら
び
に
問

屋
側
の
都
合
に
よ
り
あ
っ
せ
ん
価
格
で
の
販
売
を
行
え

な
く
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

中
村
薬
業
会 
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市
　
政 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 

３
月
16
日
〜
４
月
15
日 

３
月
16
日
　
西
富
山
区
長
会
要
望
受 

　
　
　
　
　
川
登
地
区
要
望
受 

　
　
　
　
　
広
見
川
濁
水
対
策
協
議
会
要
望
受 

　
　
18
日
　
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
表
敬
訪
問
受 

　
　
　
　
　
医
師
確
保
業
務（
香
川
県
） 

　
　
19
日
　
社
団
法
人
四
万
十
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン 

　
　
　
　
　
タ
ー
設
立
総
会 

　
　
　
　
　
退
職
消
防
団
員
市
長
表
彰
式 

　
　
20
日
　
市
長
杯
・
教
育
長
杯
争
奪
囲
碁
大
会 

　
　
　
　
　
中
村
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
式
典 

　
　
21
日
　
九
樹
大
橋
竣
工
式 

　
　
22
日
　
県
人
会
近
畿
連
合
会
懇
親
会（
高
知
市
） 

　
　
23
日
　
西
土
佐
地
区
地
域
審
議
会 

　
　
　
　
　
市
政
懇
談
会（
中
村
地
区
） 

　
　
24
日
　
消
防
議
会
、環
境
施
設
組
合
議
会 

　
　
　
　
　
四
万
十
川
財
団
理
事
会 

　
　
25
日
　
意
匠
家
屋
表
彰
式 

　
　
　
　
　
高
知
西
南
地
域
公
共
交
通
協
議
会 

　
　
26
日
　
県
医
師
確
保
推
進
課
協
議（
高
知
市
） 

　
　
　
　
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
取
締
役
会（
同
） 

　
　
　
　
　
下
田
砂
州
対
策
知
事
要
望（
同
） 

　
　
27
日
　
川
弁
コ
ン
ク
ー
ル 

　
　
28
日
　
ト
ン
ボ
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
イ
ベ
ン
ト 

　
　
30
日
　
国
際
交
流
員
感
謝
状
贈
呈
式 

４
月
１
日
　
辞
令
交
付
式 

　
　
３
日
　
四
万
十
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ル
ウ
ォ
ー
ク 

　
　
４
日
　
大
川
筋
消
防
屯
所
新
築
落
成
式
典 

　
　
　
　
　
初
崎
津
波
避
難
タ
ワ
ー
完
成
式 

　
　
６
日
　
春
の
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
出
発
式 

　
　
７
日
　
幡
多
け
ん
み
ん
病
院
訪
問 

　
　
10
日
　
四
万
十
Ｄ
＆
Ｈ
結
婚
式 

　
　
11
日
　
四
万
十
川
一
斉
清
掃 

　
　
13
日
　
Ｊ
Ｒ
予
土
線
利
用
促
進
対
策
協
議
会
総
会 

        

　
新
し
い
市
庁
舎
が
落
成
し
ま
し
た
の
で
、旧

庁
舎
は
間
も
な
く
取
り
壊
し
ま
す
。 

　
旧
庁
舎
は
中
村
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
し
た
。風

雪
に
耐
え
て
き
た
そ
の
姿
は
、産
卵
を
終
え
た

鮭
の
屍（
し
か
ば
ね
）の
よ
う
に
、壮
絶
か
つ
崇

高
な
生
き
ざ
ま
を
さ
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
中
村
市
が
名
実
と
も
に
幕
を
引
く
に
あ
た
っ

て
、旧
庁
舎
建
設
に
い
た
る
経
過
を
た
ど
っ
て

み
ま
し
た
。 

　
ま
ず『
中
村
市
史
』（
昭
和
四
十
四
年
）か
ら
。 

　
昭
和
二
十
八
年
六
月
、国
会
で
の
町
村
合
併

法
制
定
の
動
き
を
受
け
、
中
村
町
が
東
山
村
、

下
田
町
に
呼
び
か
け
て
市
制
施
行
準
備
協
議

会
を
開
く
。 

　
翌
七
月
、三
町
村（
世
話
人
）は
、後
川
村
、蕨

岡
村
、
具
同
村
、
八
束
村
、
東
中
筋
村
、
大
方
町

に
も
参
加
を
呼
び
か
け
る
。 

　
十
二
月
、オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し
て

い
た
富
山
村
、大
川
筋
村
か
ら
参
加
申
し
出
が 

あ
り
、こ
れ
を
認
め
る
。（
大
方
町
は
離
脱
）　 

　
昭
和
二
十
九
年
一
月
、宿
毛
市
側
と
の
間
で

揺
れ
て
い
た
中
筋
村
の
申
し
出
も
受
け
入
れ
、

十
一
町
村
の
枠
組
み
が
確
定
。 

　
市
名
に
つ
い
て
は
、中
村
町
が
気
兼
ね
し
て

一
条
市
、
南
海
市
な
ど
を
考
え
て
い
た
が
、
満

場
一
致
で
「
中
村
市
」
に
決
ま
る
。「
全
く
あ
っ

け
な
い
も
の
だ
っ
た
」 

　
同
年
三
月
三
十
一
日
、中
村
市
発
足
。 

　
仮
庁
舎
を
旧
中
村
町
役
場
に
置
く
。手
狭
で

全
員
を
収
容
で
き
な
い
た
め
、公
民
館
や
商
工

会
議
所
裏
の
倉
庫
も
使
用
。 

　
続
く
新
庁
舎
建
設
の
経
過
に
つ
い
て
は『
中

村
市
史
』
に
は
記
述
が
な
い
の
で
、
ほ
か
の
記

録
や
当
時
を
知
る
方
々
の
話
か
ら
。 

　
新
庁
舎
は
地
盤
が
固
い
天
神
山
を
切
り
崩

し
て
建
設
す
る
こ
と
に
決
定
。天
神
山
に
は
一

條
家
が
京
都
五
条
か
ら
勧
請
し
た
天
神
社
と

そ
の
広
い
庭
が
あ
っ
た
。 

　
森
山
正
初
代
市
長
に
よ
る
と
、山
を
天
神
社

の
氏
子
か
ら
譲
り
受
け
る
さ
い
、庁
舎
の
敷
地

は
昭
和
十
年
の
出
水
の
水
位
よ
り
高
く
す
る

と
い
う
条
件
が
つ
い
た
と
い
う
か
ら
、そ
の
こ

ろ
後
川
堤
防
は
完
成
し
て
い
た
も
の
の
、市
民

が
常
に
洪
水
へ
の
恐
怖
を
抱
い
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。（
「
渡
川
今
昔
」
、『
渡
川
改
修

四
十
年
史
』所
収
、昭
和
四
十
五
年
） 

　
当
時
、中
村
の
市
街
地
は
南
海
地
震
の
復
興

事
業
と
し
て
土
地
区
画
整
理
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
た
。事
業
の
柱
は
新
し
い
幹
線
道
路
と

な
る
佐
岡
橋
と
赤
鉄
橋
を
東
西
に
結
ぶ「
車
馬

専
用
大
道
路
」（
幅
員
十
二
メ
ー
ト
ル
）の
開
設
。

佐
岡
か
ら
宮
田
小
路
ま
で
は
新
設
道
路
で
、さ

ら
に
土
生
山
切
抜
線
を
経
て
土
生
小
路
、西
下

町
、赤
鉄
橋
に
通
ず
る
も
の
で
、完
成
後「
大
橋

通
り
」と
な
る
。 

　
土
生
山
切
抜
線
は
天
神
山
と
の
間
の
狭
隘

な
谷
間
を
通
っ
て
お
り
、こ
れ
を
拡
張
す
る
た

め
天
神
山
の
開
削
が
失
対
事
業
と
し
て
す
で

に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、そ
の
延
長
事
業
と
し

て
山
全
体
の
切
り
崩
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
に

な
る
。ツ
ル
ハ
シ
と
鍬
だ
け
の
人
力
作
業
に
は

賃
稼
ぎ
の
高
校
生
も
加
わ
っ
た
。残
土
は
八
反

原
の
埋
め
立
て
に
使
わ
れ
た
。 

　
子
供
た
ち
が
兵
隊
ご
っ
こ
を
し
て
遊
ん
だ

天
神
社
の
森
。山
の
西
麓
に
は
相
撲
場
が
あ
り
、

い
ろ
ん
な
大
会
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。大
相
撲

巡
業
で
力
道
山
も
来
た
。
い
ま
で
も
「
い
ち
じ

ょ
こ
さ
ん
」
に
は
、
市
役
所
の
庭
で
相
撲
大
会

が
開
か
れ
る
の
は
、天
神
社
へ
の
奉
納
の
意
味

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

　
昭
和
三
十
一
年
六
月
、議
事
堂
と
庁
舎
一
部

の
起
工
式
。 

　
昭
和
三
十
二
年
二
月
、議
事
堂
新
築
落
成
。 

　
昭
和
三
十
三
年
三
月
、庁
舎
新
築
落
成
。 

　
中
村
市
が
誕
生
し
て
か
ら
四
年
後
、庁
舎
は

落
成
し
た
が
、そ
の
時
点
で
も
今
の
図
書
館
付

近
に
は
山
の
一
部
が
残
っ
て
お
り
、完
全
に
山

が
な
く
な
っ
た
の
は
し
ば
ら
く
た
っ
て
か
ら

の
こ
と
。天
神
社
は
一
條
神
社
に
移
築
さ
れ
た
。 

　
そ
れ
か
ら
五
十
二
年
。 

　
く
ち
は
て
た
姿
に
な
っ
て
も
ふ
ん
ば
っ
て

市
民
を
見
守
り
続
け
て
き
た
庁
舎
。郷
土
の
先

輩
た
ち
の
労
苦
の
し
み
込
ん
だ
庁
舎
。 

　
い
ま
中
村
市
の
歴
史
の
生
き
証
人
と
し
の

役
割
を
終
え
、世
代
交
代
と
な
り
ま
し
た
。 

　
私
た
ち
は
、庁
舎
に
刻
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な

人
々
の
想
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
い
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
旧
庁
舎
よ
、あ
り
が
と
う
。 

　
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。 

中
村
市
史
断
章

中
村
市
史
断
章 

中
村
市
史
断
章 
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― 
市
政
懇
談
会
で
の
主
な
ご
意
見
・
ご
質
問 

― 

藤ノ川分館 藤ノ川分館 

開 催 日：４月20日 

場　　所：農林漁家 

　　　　　活動促進施設 

参 加 者：29名 

● 

問
い
合
わ
せ
先 

● 

　 (

総
合
支
所) 

総
務
課
　
地
域
振
興
係 

☎
（
５
２
）１
１
１
１ 

　
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
が

お
住
ま
い
の
地
域
に
お
い
て

河
川
の
は
ん
ら
ん
な
ど
に
よ

っ
て
ど
の
程
度
浸
水
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
か
、ま
た
ど
こ
で

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
る
か
な
ど
を
示
し
た「
洪

水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
と
、
大
規
模
地
震
が
発
生

し
た
場
合
の
地
盤
の
揺
れ
や

す
さ
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く「
地
震
防
災

マ
ッ
プ
」を
作
成
し
全
戸
配
布

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ッ
プ
を
活

用
し
て
地
域
の
状
況
等
を
把

握
し
減
災
へ
の
取
り
組
み
に

利
用
す
る
と
と
も
に
災
害
時

に
お
け
る
人
的
被
害
を
最
小

限
に
防
ぐ
こ
と
と
な
る
よ
う

ご
家
族
で
マ
ッ
プ
を
役
立
て

て
下
さ
い
。 

　
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
平
成
22
年
５
月

に
、
地
震
防
災
マ
ッ
プ
は
６

月
に
区
長
・
広
報
連
絡
員
を

通
じ
て
配
布
し
ま
す
。
ま
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

公
表
し
て
い
ま
す
の
で
こ
ち

ら
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

■
洪
水
・
土
砂
災
害 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
概
要 

①
四
万
十
川
、
後
川
、
中
筋
川
の

は
ん
ら
ん
に
よ
る
浸
水
想
定
区
域
、

浸
水
深 

　
お
お
む
ね
100
年
に
１
回
の
大

雨（
四
万
十
川
は
600
㎜
／
２
日
間
、

中
筋
川
は
550
㎜
／
２
日
間
、後
川

は
560
㎜
／
２
日
間
）が
降
っ
た
と

き
の
こ
と
を
仮
定
。 

②
四
万
十
川
浸
水
実
績 

　
　
　
　
　
　（
平
成
17
年
） 

　
江
川

か
ら
佐
田
の
上
流
の

台
風
14
号
に
よ
る
浸
水
実
績
。 

③
土
砂
災
害
情
報 

　
が
け
崩
れ
や
土
石
流
な
ど
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
危
険

個
所
。 

④
避
難
所 

　
災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
施
設
。 

■
地
震
防
災
マ
ッ
プ
の
概
要 

①
ゆ
れ
や
す
さ
マ
ッ
プ 

　
四
万
十
市
に
影
響
の
あ
る
想

定
地
震
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
震

度
を
重
ね
、
最
大
と
な
る
震
度

を
表
示
。 

②
地
域
危
険
度
マ
ッ
プ 

　
ゆ
れ
や
す
さ
マ
ッ
プ
に
示
さ

れ
た
震
度
に
な
っ
た
場
合
に
建

物
被
害
が
ど
の
程
度
生
じ
る
か

相
対
的
に
表
示
。 

洪水・土砂災害ハザードマップ、地震防災マップ作成 

“地域の状況を知り、減災を目指す” 

　
　
市
道
藤
ノ
川
線
の
早
期
改
良
を
。
ま
た
、
危
険
箇
所

を
優
先
し
て
ほ
し
い
。 

 

　
　
継
続
し
て
改
良
を
行
う
。
工
区
設
定
に
つ
い
て
は
、

地
元
に
相
談
し
な
が
ら
今
後
工
夫
し
て
い
き
た
い
。 

 

　
　
道
の
駅
の
現
在
の
計
画
は
。 

 

　
　
土
地
の
問
題
や
商
品
の
安
定
供
給
な
ど
の
問
題
か

ら
大
規
模
な
も
の
は
考
え
て
い
な
い
。現
在
の
ふ
る
さ
と

市
の
場
所
で
、ふ
る
さ
と
市
を
拡
充
す
る
形
を
想
定
し
て

い
る
。 

 

　
　
合
併
し
て
五
年
。総
合
支
所
は
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

ま
た
、庁
舎
は
老
朽
化
が
著
し
い
が
そ
の
対
策
は
。 

 

　
　
当
分
の
間
、
総
合
支
所
と
し
て
残
し
て
い
く
。
改
築

等
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。 

 

　
　
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て
、高
齢
者
等
へ
の
配
慮
と

し
て
庭
先
ま
で
の
送
迎
は
可
能
か
。 

 

　
　
今
の
バ
ス
停
よ
り
も
近
い
と
こ
ろ
ま
で
は
可
能
と

考
え
る
。実
証
運
行
の
中
で
、今
後
研
究
・
検
討
し
て
い
く
。 

 

　
　
西
土
佐
地
域
に
合
っ
た
産
業
振
興
策
を
。 

 

　
　
今
後
、
栗
を
推
奨
し
、
農
・
商
・
工
連
携
事
業
の
中
で

商
品
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。 

● 

今
後
の
開
催
予
定
等 

（
四
月
二
十
三
日
現
在
） 

四
月
二
七
日
　
権
谷
分
館（
集
会
所
） 

※
実
施
済
み 

五
月
七
日
　
　
本 

村 

分 

館（
集
会
所
） 

五
月
一
一
日
　
西
ヶ
方
分
館（
集
会
所
） 

五
月
一
七
日
　
須 

分 

館（
集
会
所
） 

五
月
一
九
日
　
下
家
地
分
館（
集
会
所
） 

五
月
二
四
日
　
口
屋
内
分
館（
公
民
館
） 

五
月
二
六
日
　
奥
屋
内
分
館 

（
小
学
校
へ
き
地
集
会
室
） 

五
月
二
八
日
　
中
半
分
館（
中
半
体
育
館
） 

五
月
三
一
日
　
津
野
川
分
館（
集
会
所
） 

六
月
二
日
　
　
大
宮
分
館 

（
大
宮
中
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
） 

六
月
四
日
　
　
川

分
館 

（
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
） 

※
開
始
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
七
時
か

　
ら
で
す
。 

Ｑ Ｑ Ａ Ｑ Ｑ Ｑ Ａ Ａ Ａ Ａ 
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平
成
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年
５
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号 

 

１.

有
機
農
業
推
進
支
援
事
業 

２.

た
い
肥
等
有
機
物
利
用
促
進
事
業 

　
市
で
は
、
有
機
農
産
物
の
生
産
・
流

通
の
拡
大
を
目
的
と
し
て
、が
ん
ば
る

有
機
農
業
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

　
新
た
に
有
機
農
業
に
取
り
組
も
う

と
す
る
人
な
ど
は
、優
遇
措
置（
加
算
）

も
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

　
市
内
で
生
産
し
販
売
さ
れ
て
い
る
畜

産
た
い
肥
や
有
機
物
の
購
入
費
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。 

※
例
…
西
土
佐「
も
み
が
ら
た
い
肥
」　

　
　
な
ど 

　
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
化
学
肥
料
に

頼
ら
な
い
土
づ
く
り
の
た
め
に
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

○
対
象
に
な
る
人 

　
有
機
農
業
に
取
り
組
む
農
業

者
個
人
ま
た
は
団
体 

＊
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
も
し
く
は

　
四
万
十
こ
だ
わ
り
農
産
物
表

　
示
認
証
制
度
の
認
定
を
受
け

　
て
い
る
も
の
、
ま
た
は
受
け
よ

　
う
と
す
る
も
の
（
当
該
年
度
内

　
に
認
定
（
申
請
も
可
）
を
受
け

　
る
こ
と
が
条
件
） 

 

○
補
　
助
　
額 

　
補
助
単
価
（
下
記
参
照
）
×
取

組
面
積
×
作
付
け
回
数
／
年 

○対象になる人 
　市内の農業者個人 

または団体 

○助　成　額 
　（千円未満切り捨て） 

①たい肥等の購入費の一部助成 

　　畜産たい肥・もみ殻たい肥などの 

　購入費の１/３以内を助成 
　＊上限あり（個人20,000円　団体50,000円）  
 

　例：購入費60,000円×1/3＝20,000円 

↑助成額 

②たい肥等散布委託費の一部助成 

　農作業受託組織等へ機械散布委託に要した 

経費の１/２以内を助成 
 

　例：7筆80aを委託した場合 

　委託料4,000円/10a×80a＝32,000円 

　1,000円/筆×7筆＝7,000円　計39,000円 

　39,000円×1/2≒19,000円   ←助成額 

作　物　区　分 
補助単価（10ａあたり） 

【　　】は＊加算後の補助単価 

水稲 

麦・豆類 

いも・根菜類 

葉茎菜類 

果菜類・果実的野菜 

 

 

果樹 

上記区分に該当しない作物 

6,000円 

3,000円 

6,000円 

10,000円 

18,000円 

 

40,000円 

12,000円 

3,000円 

【12,000円】 

【6,000円】 

【12,000円】 

【20,000円】 

【36,000円】 

 

【80,000円】 

【24,000円】 

【6,000円】 

施設で生産されるトマト・きゅうり 
・なす・ピーマン・いちご 

＊
加
　
算 

　
新
規
参
入
や
農
地
を
増
や
し
て
有
機
栽
培
に

よ
る
作
付
け
を
開
始
す
る
場
合
な
ど
、補
助
単
価

と
同
額
を
上
乗
せ
し
ま
す
。 

● 問い合わせ・申し込み先 ● 

（本庁）農林課  ☎（３４）１１１７　　（総合支所）産業建設課  ☎（５２）１１１１ 

四
万
十
市
有
機
農
業
等
総
合
支
援
事
業 

有
機
農
業
者
を
支
援
し
ま
す
。 

た
い
肥
な
ど
の
購
入
・
散
布
経
費
助
成
し
ま
す 
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市
で
は
、平
成
21
年
度
に
引
き
続
き
、園
芸
ハ
ウ
ス

の
延
命
化
対
策
を
行
い
ま
す
。 

　
古
く
な
っ
た
ハ
ウ
ス
の
修
繕
な
ど
の
経
費
を
支
援

す
る
こ
と
で
農
業
経
営
の
安
定
に
つ
な
げ
、ま
た
、遊

休
ハ
ウ
ス
の
発
生
を
防
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

●
対
象
者 

市
内
に
住
所
を
有
す
る
園
芸
ハ
ウ
ス
農
家 

 

●
ど
ん
な
場
合
に
利
用
で
き
る
？ 

●
ハ
ウ
ス
本
体
が
古
く
な
っ
た
け
れ
ど
建
て
替
え
る

　
に
は
も
っ
た
い
な
い
。
あ
ち
こ
ち
傷
ん
で
い
る
が

　
修
繕
す
れ
ば
ま
だ
使
え
る
と
い
っ
た
場
合 

●
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て
支
柱
な
ど
の
補
強
を
し

　
た
い
と
い
っ
た
場
合 

●
ボ
イ
ラ
ー
が
古
く
故
障
が
ち
な
の
で
修
繕
し
た
い

　
と
い
っ
た
場
合 

●
防
虫
ネ
ッ
ト
や
止
水
シ
ー
ト
の
設
置
を
し
た
い
と

　
い
っ
た
場
合 

●
省
エ
ネ
対
策
と
し
て
、
三
重
張
り
や
循
環
扇
な
ど

　
を
整
備
し
た
い
と
い
っ
た
場
合
な
ど
園
芸
ハ
ウ
ス

　
の
延
命
化（
修
繕
）や
省
エ
ネ
対
策
な
ど
幅
広
い
メ

　
ニ
ュ
ー
に
利
用
で
き
ま
す
。 

※
ハ
ウ
ス
本
体
の
延
命
化
に
つ
い
て
は
建
設
後
15
年

　
以
上
経
過
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。 

●
対
象
に
な
ら
な
い
も
の 

ビ
ニ
ー
ル
や
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
の
張
り
替
え
や
小
額
な

消
耗
品
な
ど
は
対
象
外
で
す 

 

●
補
助
率 

１
／
３
以
内 

 

●
補
助
対
象
事
業
費
限
度
額 

１
０
０
万
円
／
10
ａ 

※
平
成
22
年
度
予
算
…
２
０
０
万
円 

 

●
募
集
期
間 

６
月
10
日（
木
）ま
で 

（
予
算
状
況
に
よ
り
延
長
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。） 
 

●
申
し
込
み
方
法 

「
四
万
十
市
園
芸
ハ
ウ
ス
整
備
事
業
申
込
書
」（
本
庁

農
林
課
、支
所
産
業
建
設
課
、
JA
高
知
は
た
中
村
支
所
、

西
土
佐
支
所
お
よ
び
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。）に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、 

①
見
積
書
（
原
則
と
し
て
申
し
込
み
後
金
額
の
変
更

　
が
な
い
も
の
） 

②
写
真（
ハ
ウ
ス
の
全
景
１
枚
、整
備
予
定
個
所
１
枚
、

　
計
２
枚
） 

を
添
え
て
、左
記
ま
で
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

元気な農業  
農村づくり  
四万十市  

● 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

● 

（
本
　
　
庁
）農
　
林
　
課
　
☎
（
３
４
）１
１
１
７ 

（
総
合
支
所
）産
業
建
設
課
　
☎
（
５
２
）１
１
１
１ 

四
万
十
ブ
ラ
ン
ド
開
発
モ
ニ
タ
ー
募
集 

　
四
万
十
市
雇
用
創
造
促
進
協
議
会
で
は
、
昨
年
９
月
か

ら
耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
解
消
後
の
農
地
を
使
用
し
て
有

機
農
産
物
を
栽
培
し
、収
穫
し
た
作
物
を
活
用
し
た「
四
万

十
ブ
ラ
ン
ド
」の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
初
め
て
、
有
機
農
産
物
を
収
穫
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
つ
い
て
は
収
穫
し
た
有
機
農
産
物
を
協
議

会
と
一
緒
に
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
四
万

十
市
内
の
飲
食
店
経
営
者
を
募
集
し
ま
す
。
収
穫
物
は
無

償
で
提
供
し
ま
す
が
、
モ
ニ
タ
ー
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ

く
こ
と
が
条
件
で
す
。 

　
な
お
、提
供
品
種
な
ど
の
詳
し
い

お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、協
議

会
の
方
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
対
　
象
…
四
万
十
市
内
で
飲
食

店
を
営
ま
れ
て
い
る
人 

　
　
　
　
　 (

中
華
・
洋
食
・
和
食
な
ど) 

●
店
舗
数
…
15 

●
今
回
提
供
す
る
品
種 

　
葉
物
…
ホ
ウ
レ
ン
草(

赤
軸) 

　
　
　
　
チ
ン
ゲ
ン
菜(

ミ
ニ)

、小
松
菜(

夏
楽
天) 

●
期
　
間
…
５
月
25
日（
火
）か
ら
順
次
提
供
す
る
予
定
で
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

　
四
万
十
市
雇
用
創
造
促
進
協
議
会 

　
　
　
　
　
　
　
　（
実
現
事
業
　
担
当
　
福
留
） 

　
　
四
万
十
市
佐
岡
４
９
９
―
１ 

　
　
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
３
４
）０
２
３
２ ８

時
30
分
〜
17
時
30
分   

　
　E

-m
a
il:shim

a
n
to
-k
o
y
o
@
so
lid
.o
c
n
.n
e
.jp

ハ
ウ
ス
の
延
命
化（
修
繕
）な
ど
を
支
援
し
ま
す 
園
芸
ハ
ウ
ス
整
備
事
業 
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22年度より研修方式がかわります。 

　四万十農園あぐりっこは、農業に興味をもち、これから新規就農したい人で、施設
栽培や養液栽培を学んでみたい人のための研修施設です。 

● 問い合わせ・申し込み先 ● 

（本庁）農林課　農業振興係  ☎（34）1117 
 市立四万十農園あぐりっこ研修ハウス　　四万十市竹島4294-1   ☎（33）1477

四
万
十
農
園
あ
ぐ
り
っ
こ
研
修
生
募
集
！ 

研 修 概 要 

 

 

 
 

応 募 要 件 

 

 

 
 

研 修 手 当 
 

募 集 人 員 
 

選 考 方 法 
 

応 募 方 法 

 
 

受 付 期 間 

 
 

そ　の　他 

1棟（15a）のハウスで、ナス（米ナス・普通ナス）の養液栽培研修を行います。 

研修期間は1～3年間です。（1年は8月～翌年7月まで） 

研修指導は、施設管理者を中心に各農業関係機関（農業振興センター・JA）が行

います。 
 

四万十市在住または平成22年7月以降に四万十市在住で、研修施設への通勤が

可能な人 

研修卒業後は、市内で農業を続ける意思のある人 

研修卒業後は、認定農業者として農業に取り組むよう努力すること 
 

月額120,000円　※研修経費は必要ありません。 
 

4人程度 
 

面接により選考します。 
 

所定の応募用紙に必要事項を記入して、本庁農林課まで提出してください。 

応募用紙は本庁農林課、四万十農園あぐりっこにあります。 
 

６月11日（金）まで　８時30分～12時、13時～17時15分 

（土・日・祝祭日等の市役所閉庁時は除く）見学も可能です。 
 

既に就農している人で、研修を受けたい人は、下記までお問い合わせください。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
　
日
本
政
策
金
融
公
庫

高
知
支
店
農
林
水
産
事

業
の
担
当
者
が
、農
業
に

関
す
る
借
り
入
れ
相
談
、

経
営
全
般
に
関
す
る
お

悩
み
な
ど
の
相
談
を
無

料
で
行
い
ま
す
。 

 

■
日 

時  

５
月
27
日（
木
）

　（
毎
月
第
４
木
曜
日
開
催
） 

■
場 

所  

JA
高
知
は
た 

本
所
３
階 

＊
相
談
は
事
前
に
フ
リ

　
ー
コ
ー
ル
で
予
約
し

　
て
く
だ
さ
い
。 

無
料
農
業 

　
経
営
相
談 

問  当公庫フリーコール 

☎  （0120）911927
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旧
中
村
市
時
代
か
ら
長
年
の
懸
案
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
新
庁
舎
が
こ
の
た
び
落
成
し
ま
し
た
。 

　
新
庁
舎
は
、
普
段
市
民
の
皆
さ
ん
の
利
用
が
多
い
窓
口

部
門
を
一
階
に
配
置
す
る
な
ど
利
便
性
に
配
慮
し
た
ほ
か
、

県
内
の
市
庁
舎
で
は
初
の
基
礎
免
震
構
造
を
採
用
し
た
こ

と
、
ま
た
雨
水
の
再
利
用
や
深
夜
電
力
を
利
用
し
た
空
調

設
備
な
ど
特
徴
の
多
い
庁
舎
と
な
り
ま
し
た
。 

　
早
速
、
こ
の
新
庁
舎
へ
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め

の
拠
点
を
移
し
、
よ
り
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
く
と
と
も
に
、
今
ま
で
の
よ
う
な
単
な
る
行
政
手

続
き
の
場
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
休
日
な
ど
の
駐
車
場

利
用
や
会
議
室
の
開
放
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
引
き
続
き
旧
庁
舎
・
図
書
館
の
解
体
や
駐
車
場
整
備
な

ど
を
行
い
、事
業
の
完
了
は
十
二
月
末
の
予
定
で
す
。 

特集：新庁舎落成！ 特集：新庁舎落成！ 特集：新庁舎落成！ 

＝5月6日から業務開始＝ ＝5月6日から業務開始＝ 

〔各階配置表〕 

☆水道課、教育委員会生涯学習課・社会体育課、人権啓発課（当
　面の間）は新庁舎には移転せず、現在の場所で業務を続けます。 
☆図書館は引越し及びシステム導入のため6月30日（水）まで休
　館します。 
☆夜間、休日の戸籍届出（婚姻届、死亡届など）の受付場所は、守
　衛室（１階北玄関）となります。 

階数 

７階 

６階 

５階 

４階 

３階 

 

２階 

１階 

地下 

課・局の配置　  　　　  

議場・議会事務局・正副議長室 

学校教育課・監査事務局 

建設課・都市整備課・農林課・農業委員会事務局 

財政課・地球環境課・庁舎建設推進室 

市長室・副市長室・参事室・総務課・企画広報課 

商工観光課・選挙管理委員会事務局 

図書館 

市民課・税務課・福祉事務所・保健介護課・会計課 

公用車駐車場　※12月末までは来客用駐車場（50台） 

■新庁舎の概要 
～図書館、地下駐車場を含む 

延べ床面積は旧庁舎の約4倍に！～ 

 

総事業費：約44億1千万円 

　　　　　（うち建設工事費約33億9千万円）

延べ床面積：9,858.32ｍ 

構　　　造：鉄筋コンクリート造7階 

　　　　　　地下１階 

課局の配置：18課局 

勤 務 職 員：約240人（正職員） 

駐 車 台 数：約100台 

2

■
新
し
い
市
の
シ
ン
ボ
ル（
新
庁
舎
）の
特
徴 

利
用
者
に
や
さ
し
い
庁
舎 

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
す
る
庁
舎
内
外
の
通
路
や
ス
ペ
ー
ス
は
、

ス
ロ
ー
プ
や
段
差
の
な
い
構
造
と
し
、
一
・
二
階
の
ト
イ
レ
に
は
、

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
型
身
障
者
用
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま

た
、各
階
の
ト
イ
レ
に
オ
ム
ツ
交
換
台
、そ
し
て
一
階
に
は
個
室
の

授
乳
室
を
設
け
る
な
ど
育
児
中
の
方
に
も
配
慮
し
ま
し
た
。 

  

※
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
は･･･ 

　
　
事
故
や
排
せ
つ
障
害
の
た
め
に
人
工
肛
門
や
人
工
膀
胱
を
備

　
え
た
方
。 

災
害
に
つ
よ
い
庁
舎 

　
新
庁
舎
は
、
免
震
構
造
を
取
り
入
れ
阪
神
淡
路
大
震
災
規
模
の

地
震
に
も
十
分
耐
え
う
る
安
全
性
を
確
保
し
ま
し
た
。ま
た
、三
階

に
は
災
害
対
策
本
部
と
な
る
防
災
対
策
室
を
設
け
る
な
ど
危
機
管

理
機
能
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。 

  

※
免
震
構
造
と
は･･･ 

　
　
建
物
と
地
盤
と
の
間
に
免
震
装
置
（
鉛
プ
ラ
グ
入
り
積
層
ゴ

　
ム
）を
付
け
、地
盤
が
大
き
く
揺
れ
て
も
免
震
装
置
が
揺
れ
を
吸

　
収
し
、建
物
に
伝
え
な
い
よ
う
に
し
た
構
造
。 

地
球
環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎 

　
ト
イ
レ
の
雨
水
利
用
や
執
務
室
を
南
側
に
配
列
し
自
然
採
光
を

最
大
限
に
活
用
す
る
な
ど
環
境
面
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。ま
た
断

熱
に
対
す
る
工
夫
と
し
て
窓
は「
ペ
ア
ガ
ラ
ス
」と
し
た
ほ
か
、各
種

省
エ
ネ
機
器
を
積
極
的
に
採
用
し
省
エ
ネ
化
を
図
り
ま
し
た
。 

開
か
れ
た
親
し
み
や
す
い
庁
舎 

　
執
務
室
は
基
本
的
に
カ
ウ
ン
タ
ー
方
式
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
フ
ロ
ア

と
し
、行
政
組
織
の
透
明
性
、開
放
性
の
確
保
や
利
便
性
の
向
上
を

図
り
ま
し
た
。一
階
に
は
総
合
案
内
所
も
設
け
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、単
な
る
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
で
は
な
く
、よ
り
親
し
み
や
す
い

庁
舎
と
す
る
た
め
、地
下
駐
車
場（
十
二
月
ま
で
）の
夜
間
利
用
を
は

じ
め
、会
議
室
、展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
気
軽

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
な
体
制
に
つ
い
て
現
在
準
備
中
で
す
。 



※7月1日(木)より 

　業務再開予定 
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１階 
市民課 

保健介護課 

税務課 

福祉事務所 

会計課 

地域包括 
支援センター 

■
各
階
配
置
図 

２階 
図書館 

EV=エレベーター 

EV=エレベーター 

地域包括 
支援センター 

図書館 

入
口 

総
合
案
内 

各階にある身障者用トイレに
はおむつ交換台が備え付けて
あります。 

個室ですので落ち着いて
授乳ができます。 

階上、階下への移動はエレ
ベーターをご利用ください。 

正面玄関 

東 

西 

東 

西 



庁舎建設推進室 
入札関係書類等の閲覧に
ご利用いただきます。 

３階 
市長室 

副市長室 

参事室 

総務課 

企画広報課 

商工観光課 

選挙管理委員会
事務局 
 

EV=エレベーター 

参事室 

災害等があった場合の被
害情報収集や伝達などを
行います。 

東 

西 

東 

西 

東 

西 

東 

西 
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４階 
財政課 

庁舎建設推進室 

地球環境課 

５階 
建設課 

都市整備課 

農林課 

農業委員会 
事務局 

６階 
学校教育課 

監査事務局 

EV=エレベーター 

EV=エレベーター 

EV=エレベーター 



市
　
政

市
　
政 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 

11

平
成
22
年
５
月
号 

７階 
議場 

議会事務局 

正副議長室 

EV=エレベーター 

新庁舎に関する問い合わせ先：庁舎建設推進室　☎（３５）４１４７ 

旧庁舎建設工事（敷地造成のための天神山の切り

取り工事と議事堂建設工事〔手前〕。）(昭和31年頃)

旧庁舎完成まで中村市の仮庁舎として使用され

た(昭和29年～33年)旧中村町役場 

間もなく旧図書館とともに解体される旧庁舎 

（平成１８年撮影） 

新
庁
舎
落
成
年
表 

昭
和
三
三
年
三
月
　
旧
庁
舎
落
成 

　
　
四
七
年
度
　
　
議
事
堂
増
築（
旧
庁
舎
三
階
西
側
） 

　
　
六
三
年
度
　
　
別
館
建
築 

　
　
　
　
　
　
　
　
庁
舎
建
設
基
金
条
例
制
定 

平
成
二
年
度
　
　
　
庁
舎
耐
力
度
調
査
実
施 

　
　
　
　
　
　
　
　
※
平
成
十
七
年
以
降
危
険
建
物 

　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
る
予
想
結
果
が
で
る
。 

　
　
三
年
度
　
　
　
庁
舎
建
設
検
討
協
議
会
始
動 

　
　
十
二
年
度
　
　
中
村
市
新
庁
舎
建
設
概
要
設
計 

　
　
十
七
年
度
　
　
基
本
構
想
・
基
本
計
画
・
基
本
設
計 

　
　
十
八
年
度
　
　
用
地
交
渉
・
用
地
取
得 

　
　
十
九
年
度
　
　
実
施
設
計
・
別
館
解
体
・
用
地
交 

　
　
　
　
　
　
　
　
渉
・
用
地
取
得 

　
　
二
十
年
度
　
　
新
庁
舎
建
設
工
事
着
手 

　
　
二
二
年
三
月
　
新
庁
舎
落
成 

■
庁
舎
今
昔 

傍聴席入口までのスロープ 

傍聴席から 

東 

西 



写真は昭和61年当時の中村駅です。この年に国鉄中村線が第三セクター「土佐
くろしお鉄道株式会社」に引き継がれることが決定しました。 

バス バス バス 
「
地
域
公
共
交
通
連
携
計
画
」

「
地
域
公
共
交
通
連
携
計
画
」を
作
成
し
ま
し
た
！

を
作
成
し
ま
し
た
！ 

「
地
域
公
共
交
通
連
携
計
画
」を
作
成
し
ま
し
た
！ 

定
時
定
路
で
運
行
す
る
バ
ス
の
み
で
は
解
決
で
き
な
い

定
時
定
路
で
運
行
す
る
バ
ス
の
み
で
は
解
決
で
き
な
い 

デ
マ
ン
ド
交
通
実
証

デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
・
拡
大
に
向
け
始
動
！

拡
大
に
向
け
始
動
！ 

定
時
定
路
で
運
行
す
る
バ
ス
の
み
で
は
解
決
で
き
な
い 

デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
・
拡
大
に
向
け
始
動
！ 

合計 

（%） 

70 

60 

50 

40 

30 

20 

10 

0
中村 下田 東山 具同 東那筋 後川 八束 蕨岡 中筋 大川筋 西土佐 富山 

N=1359 □利用したい時間に利用できるデマンド方式のバス　□目的地まで乗り継ぎがいらないバス 

□１便（往復）でもいいので毎日運行するバス　　　□曜日を限定してでも１日の便数が多いバス 
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特集：地域公共交通の維持・拡充に向けて 特集：地域公共交通の維持・拡充に向けて 特集：地域公共交通の維持・拡充に向けて 
　
か
つ
て
の
公
共
交
通
は
、
地
域
に
密
着
し

た
交
通
手
段
と
し
て
私
た
ち
の
生
活
を
支
え

て
き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
な
が
ら
マ
イ
カ
ー
の
普
及
な
ど
で
、

近
年
の
バ
ス
・
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通
の
利

用
者
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
過
疎
・
高
齢
化
が
進
む
中
、
車
を

運
転
で
き
な
い
人
た
ち
の
「
生
活
の
足
」
を

ど
う
守
っ
て
い
く
か
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
特
集
で
は
、
こ
の
課
題
に
対
す
る

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
今
後
の
計
画
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

　
中
村
地
域
に
お
い
て
は
、民
間
事
業
者
が
中
心
市

街
地
を
起
点
と
し
て
放
射
状
に
二
十
路
線
運
行
し

て
い
ま
す
。そ
の
う
ち
一
路
線
は
中
心
市
街
地
三
キ

ロ
四
方
間
を
自
由
に
行
き
来
す
る
デ
マ
ン
ド
バ
ス「
中
村
ま
ち

バ
ス
」で
す
。加
え
て
、市
有
償
運
送
バ
ス
を
四
路
線
運
行
し
て

い
ま
す
。 

　
西
土
佐
地
域
に
お
い
て
は
、江
川
　
地
区
を
起
点
に
放
射

状
に
各
集
落
を
結
ぶ
七
路
線
を
、全
て
市
有
償
運
送
バ
ス
で

運
行
し
て
い
ま
す
。 

　
事
業
者
の
経
営
状
況
は
厳
し
く
、多
く
の
路
線
は
行
政
か

ら
の
補
助
で
延
命
し
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
市
有
償
運

送
バ
ス
の
財
政
負
担
も
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

　
市
で
は
、地
域
の
実
情
に
合
っ
た
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
た
め
、地
域
住
民
や
バ
ス
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、バ
ス
に
乗
車
し
て
の
利
用
状
況
調
査
を
行
い
な
が

ら
住
民
代
表
や
事
業
者
を
含
め
た
会
議
を
開
催
し
、「
地
域

公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
は
、今
月
号
か
ら
数
回
に
分

け
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

　
ま
ず
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果（
抜
粋
）と
そ
れ
に
対
す
る
今

後
の
計
画
に
つ
い
て
で
す
。 

　「
バ
ス
を
利
用
し
続
け

る
た
め
に
必
要
な
運
行

方
法
は
？
」と
の
質
問
に

対
し
て『
利
用
し
た
い
時

間
に
利
用
で
き
る
デ
マ

ン
ド
方
式
の
バ
ス
』と
答

え
た
方
が
四
一
・
三
％
と

最
も
多
か
っ
た
た
め
、高

齢
化
が
著
し
い
中
山
間

地
域
で
デ
マ
ン
ド
交
通

の
実
証
運
行
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。 

　
ま
た
、既
に
運
行
し
て

い
る
「
中
村
ま
ち
バ
ス
」

に
つ
い
て
も
、現
在
の
運

行
エ
リ
ア（
市
街
地
三
キ

ロ
四
方
間
）の
拡
大
や
停

留
所
の
見
直
し
な
ど
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。 

現
　
状

現
　
状 

現
　
状 

○
利
用
登
録
を
し
た
市
民
か
ら
電
話
予
約
を
受
け
て
か

　
ら
運
行（
予
約
が
な
け
れ
ば
運
行
し
な
い
） 

○
予
約
状
況
に
合
わ
せ
何
人
か
の
市
民
を
乗
り
合
い
で

　
運
行（
予
約
が
一
人
だ
け
で
も
原
則
運
行
） 

○
バ
ス
停
と
い
う
考
え
方
が
原
則
無
い
の
で
、
可
能
な

　
限
り
自
宅
近
く
か
ら
目
的
地
近
く
ま
で
運
行 

デ
マ
ン
ド
交
通
と
は
？

デ
マ
ン
ド
交
通
と
は
？ 

デ
マ
ン
ド
交
通
と
は
？ 
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号 

鉄道 鉄道 鉄道 
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
・
宿
毛
線
に
つ
い
て

も
路
線
バ
ス
と
同
様
、
県
や
沿
線
市
町
村
の
財
政

的
な
支
援
な
く
し
て
は
経
営
が
困
難
な
状
況
で
あ

る
こ
と
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
そ
の
た
め
、事
業
者
と
高
知
西
南
地
域
公
共
交
通
協
議
会

が
協
働
し
、様
々
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に

利
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。ま
た
、そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

随
時
、「
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」（
今
月
号
は
お
休
み
）

と
し
て
広
報
誌
面
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
”
乗
っ
て
残
そ
う
“
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
国
鉄
時
代
か

ら
ず
っ
と
変
わ
ら
ぬ
ま
ま
で
す
。 

　
中
村
駅
の
歴
史
を
重
ん
じ
、今
一
度
深
く
心
に
刻
み
ま
し
ょ
う
。 

現
　
状

現
　
状 

現
　
状 

中
村
駅
の
歴
史

中
村
駅
の
歴
史 

中
村
駅
の
歴
史 

昭
和
四
五
年 

　幡多地区の悲願であった国鉄中村線がついに開

通。当時は、自家用車も現在ほど普及しておらず、

中村駅は幡多の玄関口として、大勢の利用者で

にぎわいました。 

昭
和
四
九
年 

昭
和
六
一
年 

　中村駅にＳＬホテルがオープン。

昭和５５年に廃止され、平成元年

に解体されました。 

　
国
鉄
中
村
線
が
第
三
セ
ク
タ
ー「
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
株

式
会
社
」に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
が
決
定
。写
真
は
、そ
の
当

時
の
駅
構
内（
上
）及
び
ホ
ー
ム（
下
）。駅
構
内
の
写
真
に
は
、

「
乗
っ
て
残
そ
う
中
村
線
　
国
鉄
中
村
線
存
続
対
策
協
議
会
」

と
あ
る
。 

昭
和
六
三
年 

　「
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
株
式
会
社
」と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
。 

平
成
九
年 

宿
毛
線
の
営
業
開
始
。 

平
成
二
二
年
三
月 

　
幡
多
の
玄
関
口
！
　
中
村
駅
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。 

　
昭
和
四
五
年
の
国
鉄
中
村
駅
の
開
業
以
来
、約
四
〇
年
が
経

過
し
、老
朽
化
が
進
ん
で
き
た
中
村
駅
舎
で
す
が
、こ
の
た
び
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
中
村
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、待
合
所
、ホ
ー
ム
、公
衆

ト
イ
レ
な
ど
、統
一
し
た
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
で
行

わ
れ
、県
産
材
を
多
用
し
て
温
か
み
が
あ
り
、機
能
的
な
駅
舎
と

な
り
ま
し
た
。ま
た
、一
番
線
か
ら
二
・
三
番
線
へ
の
移
動
に
は

エ
レ
ベ
ー
タ
も
設
置
さ
れ
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。写
真

は
、三
月
二
十
日
に
行
わ
れ
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
で
の

ホ
ー
ム（
上
）と
改
札
口（
下
）の
様
子
。 

　
こ
れ
ら
公
共
交
通
に
関
す
る
問
題
は
、公
共
交
通
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
人
た
ち
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。現
在
、マ

イ
カ
ー
を
移
動
手
段
と
し
て
い
る
方
で
も
、公
共
交
通
な
ど
何

か
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が
必
ず
来
る
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
、事
業
者
、行
政
が
力
を
合
わ
せ
て
公
共
交

通
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

企
画
広
報
課
　
企
画
調
整
係
　
☎
（
３
４
）１
１
２
９ 
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公共下水道への早期接続のお願い 公共下水道への早期接続のお願い 公共下水道への早期接続のお願い 

　
供
用
開
始
区
域
に
な
る
と
、
皆
さ
ん
の
家
庭
の
台
所
、

風
呂
、ト
イ
レ
な
ど
か
ら
の
汚
水
を
公
共
下
水
道
へ
流
す

た
め
の
排
水
設
備
工
事
（
宅
内
の
配
管
な
ど
の
工
事
）
を

行
う
こ
と
が
、下
水
道
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
公
共
下
水
道
が
で
き
て
も
、そ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
な
け
れ
ば
、せ
っ
か
く
の

施
設
も
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

　
公
共
下
水
道
に
よ
る
公
衆
衛
生
の
向
上
と
生
活
環
境

の
改
善
の
た
め
、早
期
の
下
水
道
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ※
市
で
は
分
流
式
下
水
道
と
な
っ
て
お
り
、生
活
雑
排
水

　
な
ど
の
汚
水
と
雨
水
は
分
け
て
処
理
さ
れ
ま
す
。 

　
排
水
設
備
工
事
が
完
了
し
て
、下

水
道
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き
か
ら
、下
水
道
使
用
料
を
毎
月

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
使
用
料
は
、下
水
処
理
施
設

の
管
理
運
営
を
行
う
た
め
に
必
要

な
費
用
で
す
。 

　
下
水
道
使
用
料
は
、通
常
は
上
水

道
の
計
量
メ
ー
タ
ー
の
毎
月
の
使

用
水
量
に
よ
り
計
算
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、地
下
水
を
く
み
上
げ
て
い

る
場
合
は
、市
が
貸
与
す
る
計
量
メ

ー
タ
ー
で
水
量
を
認
定
し
ま
す
。 

　
排
水
設
備
工
事
は
、

皆
さ
ん
の
ご
負
担
で

行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
工
事
は
市
が

指
定
し
た
「
指
定
工

事
店
」
で
な
け
れ
ば

施
工
で
き
ま
せ
ん
。 

　
57
業
者
（
平
成
22

年
度
現
在
）
を
指
定

し
て
い
ま
す
の
で
工

事
費
の
見
積
金
額
を

検
討
し
た
う
え
で
発

注
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
皆
さ
ん
が
行
う
排
水

設
備
工
事
の
一
時
的
な

費
用
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
市
内
の
金
融
機

関
と
市
の
契
約
に
よ
る

工
事
費
の
融
資
制
度
が

あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
制
度
は
、
皆
さ

ん
に
金
融
機
関
か
ら
融

資
を
受
け
て
も
ら
い
、

そ
の
償
還
に
か
か
る
利

子
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
市
が
負
担
す
る
も
の

で
す
。 

融資あっせん利子補給制度 

制度の内容 

下水道使用料 

排水設備工事の施工は指定工事店で 

◆融資限度額　50万円まで 

◆償 還 方 法　元金均等毎月償還 

　　　　　　　(48回払い以内) 

◆市が負担する利子の割合 

　　供用開始の日から排水設備工事の計画

　申請を提出する時期に応じて次のように

　異なります。 

◆制度対象者の条件 

　☆自己の居住を目的とした建物の排水設備 

　　工事であること。（新築の場合は対象外） 

　☆市税、受益者負担金を滞納していないこと。 

　☆市内に居住する連帯保証人１人を有する

　　こと。 

６カ月以内 

６カ月を経過し１年以内 

１年を経過し２年以内 

２年を経過し３年以内 

３年を経過 

● 問い合わせ先 ● 

都市整備課　下水道係  ☎（34）６１２９ 

 利子の全額  

８０％ 

６０％ 

４０％ 

適用除外 



四
万
十
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
、松
山
に
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
！ 

出
張
版
文
化
祭
、西
土
佐
の
権
谷
地
区
で
開
催
！ 

「
水
と
共
に
生
き
る
郷
」再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

四
万
十  

木
の
家
づ
く
り
を
考
え
る 

3
20土 

3
26金 

3
21日 

3
14日 

シイタケが出てくるのが楽しみと 

四万十牛のあつあつコロッケ完売で～す！ 

　
西
土
佐
江
川

で
「
若
い

人
の
住
み
た
い
家
・
住
ん
で

も
ら
い
た
い
家
」（
四
万
十

ヒ
ノ
キ
活
用
事
業
）
が
開
催

さ
れ
、
高
知
市
の
塩
田
館
長

（
木
と
人
・
出
会
い
館
）と
建

築
家
の
方
々
に
よ
り
、
今
の

木
の
家
づ
く
り
に
つ
い
て

の
お
話
が
さ
れ
ま
し
た
。 

　
「
今
の
若
い
人
は
ロ
ー
コ

ス
ト
が
家
づ
く
り
の
条
件
」

「『
木
材
の
家
は
割
高
』と
い

う
誤
解
」
な
ど
の
現
状
が
説

明
さ
れ
、建
築
家
か
ら
は「
施

主
の
意
向
に
沿
う
た
め
に
、

材
を
工
夫
し
て
予
算
を
抑
え
、

低
コ
ス
ト
を
追
求
す
る
が
、

自
然
素
材
の
家
づ
く
り
に

は
妥
協
し
な
い
」
と
い
う
１

年
間
に
お
よ
ぶ
話
し
合
い

に
よ
る
家
づ
く
り
の
ス
ト

ー
リ
ー
を
聞
か
せ
て
く
れ

ま
し
た
。 

　
企
画
し
た
雇
用
創
造
促

進
協
議
会
は
、
今
後
も
多
種

分
野
に
お
け
る
研
修
会
を

実
施
中
で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
！ 

　
松
山
市
の
中
心
部
、大

街
道
３
丁
目
に
西
土
佐

産
品
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
「
四
万
十
日
々
屋
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
！
 

　
西
土
佐
外
販
部
会
の

メ
ン
バ
―
が
以
前
か
ら

大
街
道
で
出
店
し
て
い

る
毎
週
火
曜
日
の「
火
曜

朝
市
」
に
加
え
て
、
店
舗

型
で
の
新
た
な
挑
戦
で
す
。 

　「
四
万
十
の
も
ん
は
安

心
や
ね
」「
週
２
回
も
買

え
る
の
が
う
れ
し
い
」と

お
得
意
さ
ん
か
ら
の
評

判
も
上
々
！
 

　
今
後
の
展
開
は
、店
舗

内
を

”
四
万
十
川
の
空

気
を
感
じ
ら
れ
る
雰
囲

気
づ
く
り

“
を
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
す
。 

　
毎
週
金
曜
日（
10
時
〜

15
時
）に
営
業
し
て
い
ま

す
の
で
、松
山
に
お
越
し

の
際
は
、お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

　
西
土
佐
地
域
の
橘
集

落
で
、「
水
と
共
に
生
き

る
郷
」
再
生
に
む
け
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

橘
の
若
者
会
が
中
心
と

な
り
、
保
水
力
の
あ
る
山

づ
く
り
と
昔
な
が
ら
の

農
村
文
化
を
継
承
し
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、

全
国
で
ど
ん
ぐ
り
の
森

づ
く
り
を
展
開
し
て
い

る
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
株
式
会
社（
本

社
北
九
州
市
）
の
助
成
も

受
け
、
昨
年
10
月
か
ら 

男
牛
川
流
域
の
放
置
さ

れ
た
田
畑
の
開
墾
と
広

葉
樹
の
森
づ
く
り
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

　
３
月
20
日
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
社
員
と
家
族
を
迎
え
、

ク
ヌ
ギ
（
ど
ん
ぐ
り
）
の

苗
づ
く
り
や
シ
イ
タ
ケ

の
コ
マ
打
ち
、
餅
つ
き
な

ど
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

若
者
会
手
料
理
の
イ
ノ

シ
シ
汁
や
山
菜
天
ぷ
ら
、

杵
つ
き
餅
な
ど
多
彩
な

料
理
に
作
業
の
疲
れ
も

吹
き
飛
ん
だ
一
日
で
し
た
。 

ご
ん
だ
に 

ご
ん
だ
に 

む
ら 

　
西
土
佐
江
川
の
権
谷
地
区

で「
四
万
十
市
文
化
協
会
ミ
ニ

文
化
祭
in
権
谷
」が
開
催
さ
れ
、

市
内
外
か
ら
約
100
人
の
来
場

者
が
訪
れ
ま
し
た
。 

　
第
１
部
で
は
、
書
籍
「
二
人

の
特
攻
隊
員
」著
者
の
大
西
正

祐
さ
ん
に
よ
る
講
演
が
あ
り
、

「
戦
争
体
験
が
な
い
か
ら
書
け

る
も
の
が
あ
っ
た
」「
出
版
し

た
か
ら
こ
そ
明
ら
か
に
な
っ

た
事
実
も
あ
っ
た
」な
ど
青
年

時
代
の
活
動
や
、ま
た
旧
西
土

佐
村
が
出
版
し
た「
さ
い
は
て

の
い
ば
ら
道
」（
満
州
開
拓
団

の
記
録
）を
取
り
上
げ
て
、「
先

輩
方
が
残
し
て
き
た
も
の
を
、

自
分
た
ち
が
学
ん
で
次
の
世

代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
大
切
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
第
２
部
で
は
、歌
や
踊
り
が

開
催
さ
れ
、来
場
者
の
方
か
ら
、

「（
展
示
と
発
表
の
）一
体
感
が

あ
っ
て
、
よ
か
っ
た
。
今
後
も

出
張
版
文
化
祭
を
企
画
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
声
も
あ
り
、

権
谷
の
郷
に
、に
ぎ
や
か
な
声

が
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。 

市
　
政

市
　
政 

市
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く
ら
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こ
つ 

と
い 

が
わ 

し  

ま
ん  

と
　
ひ
に 

ひ
に  

や 
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ト
ン
ボ
自
然
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

四
万
十
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ル
ウ
ォ
ー
ク 

春
を
満
喫
で
き
る
絶
好
の
イ
ベ
ン
ト 

四
万
十
の
幸
で「
川
弁
」 

4
3 土 

4
4 日 

3
28日 

3
27土 

　
四
万
十
川
の
春
の
風
物

詩
と
な
っ
た
四
万
十
川
リ

バ
ー
サ
イ
ド
フ
ル
ウ
ォ
ー

ク
が
４
月
３
日
（
土
）
、
４

日
（
日
）
の
２
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
21
回
目
と
な
っ
た
今
年

は
２
日
間
で
８
つ
の
コ
ー

ス
に
、
遠
い
と
こ
ろ
で
は

岩
手
県
や
沖
縄
県
な
ど
か

ら
延
べ
３
１
８
人
が
参
加

し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
今
回
は
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
よ
り
多
く
参

加
し
て
い
た
だ
く
た
め
２

日
目
に
限
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
を
対
象
と
し
た
無
料

コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
も
と
ゆ

っ
く
り
と
歩
を
進
め
な
が
ら
、

時
折
横
を
追
い
越
し
て
い

く
帆
掛
け
船
や
屋
形
船
、

ま
た
桜
、
菜
の
花
な
ど
春

本
番
真
っ
た
だ
中
の
四
万

十
川
の
風
景
を
満
喫
し
ま

し
た
。
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
、
２
日
間

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

対岸では満開の菜の花がお出迎え 

津
波
避
難
タ
ワ
ー
落
成 

　
初
崎
地
区
内
で
整
備

を
行
っ
て
い
ま
し
た
津

波
避
難
タ
ワ
ー
が
２
月

に
完
成
し
、４
月
４
日
、

初
崎
地
区
防
災
会
の
主

催
に
よ
り
落
成
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
市
長
を
は
じ

め
初
崎
地
区
住
民
の
皆

さ
ん
の
参
加
に
よ
り
神

事
が
行
わ
れ
、そ
の
後
、

も
ち
投
げ
を
し
地
区
を

あ
げ
て
お
祝
い
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
初
崎
地
区
は
南
海

地
震
な
ど
が
発
生
し

た
場
合
に
は
津
波
に

よ
る
被
害
も
心
配
さ

れ
て
お
り
施
設
が
完

成
し
た
こ
と
で
住
民

の
一
時
避
難
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。 

　
今
後
は
非
常
時
の

避
難
と
共
に
、
平
常
時

も
訓
練
な
ど
に
活
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。 

新しくなった「トンボ自然公園」「四万十川学遊館あきついお」 

　
３
月
27
日
（
土
）
、
四
万
十
市

西
土
佐
地
域
地
産
地
消
推
進

協
議
会
主
催
の
「
川
弁
」
コ
ン

ク
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ン

ク
ー
ル
に
は
、
ア
ユ
や
ツ
ガ
ニ
、

山
菜
な
ど
四
万
十
川
流
域
の

食
材
を
使
っ
た
11
品
が
出
品

さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
ツ
ガ
ニ

の
炊
き
込
み
弁
当
が
優
秀
作

品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
２
回
目
で
、

前
回
と
今
回
の
出
品
作
品
を

参
考
に
四
万
十
風
「
川
弁
」
を

作
り
上
げ
、
地
産
地
消
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

　
世
界
初
の
ト
ン
ボ
保

護
区
と
し
て
維
持
拡
張

さ
れ
て
き
た
ト
ン
ボ
自

然
公
園
。市
で
は
、「
ト
ン

ボ
と
自
然
を
考
え
る
会
」

と
共
に
、よ
り
魅
力
的
な

空
間
の
創
造
に
向
け
、昨

年
夏
よ
り
散
策
道
や
ビ

オ
ト
ー
プ
な
ど
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。そ
し
て
こ
の
度
、

ト
ン
ボ
と
自
然
を
考
え

る
会
の
主
催
で
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
記
念
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、ま
ず
約
50
人

の
参
加
者
に
よ
る
ハ
ナ

シ
ョ
ウ
ブ
（
約
40
種
類
）

の
植
栽
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

園
内
に
は
、す
で
に
約
１

万
株
の
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

が
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
植
栽
は
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
の
一
環
と
し
て

計
画
さ
れ
、こ
の
日
植
え

ら
れ
た
も
の
の
一
部
は
、

早
速
こ
の
５
〜
６
月
か

ら
花
が
楽
し
め
る
そ
う

で
す
。 

　
昼
食
は
、会
員
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
用
意

さ
れ
た
日
本
古
来
の
野

草
を
食
材
と
し
た
メ
ニ

ュ
ー
で
す
。参
加
者
ら
は
、

普
段
食
べ
慣
れ
な
い
食

材
に
最
初
は
戸
惑
っ
て

い
ま
し
た
が
、気
に
入
っ

た
も
の
を
見
つ
け
る
と

何
度
も
お
か
わ
り
し
て

い
ま
し
た
。 

　
午
後
か
ら
は
、生
き
物

探
し
ゲ
ー
ム
な
ど
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
用
意

さ
れ
大
人
か
ら
子
ど
も

ま
で
参
加
者
全
員
が
最

後
ま
で
楽
し
み
ま
し
た
。 

4
4 日 



香
山
寺
ふ
じ
ま
つ
り 

〜
四
万
十
花
ま
つ
り
〜 

4
17 土 

午後からの花の無料配布には 
大勢の人が駆けつけました 

　
市
観
光
振
興
連
絡
会
議

主
催
の
四
万
十
花
ま
つ
り

の
一
つ
、
香
山
寺
ふ
じ
ま

つ
り
が
４
月
17
日（
土
）に

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

天
気
に
は
恵
ま
れ
た
も
の

の
、
藤
の
咲
き
具
合
は
今

ひ
と
つ
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
し
た
が
、
ツ
ツ
ジ
た
ち

と
共
に
鮮
や
か
な
色
を
緑

に
そ
え
て
い
ま
し
た
。 

　
広
場
で
は
飲
食
コ
ー
ナ

ー
や
露
店
が
出
さ
れ
、
手

作
り
の
お
す
し
・
お
ま
ん

じ
ゅ
う
な
ど
が
販
売
さ
れ

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
園
内
の
ロ
グ
ハ
ウ

ス
で
は
、
生
派
雅
楽
与
会

に
よ
る
琴
の
演
奏
が
行
わ

れ
る
と
と
も
に
、野
点（
の

だ
て
）
で
は
抹
茶
と
と
も

に
藤
色
の
和
菓
子
が
供
さ

れ
、
訪
れ
た
人
は
美
し
い

音
色
と
と
も
に
春
の
一
日

を
満
喫
し
ま
し
た
。 

4
11日 

第
12 
回
竹
屋
敷
あ
め
ご
ま
つ
り 

　
あ
め
ご
釣
り
会
場
の
竹
屋
敷
川
で
は
、約
８
０

０
匹
の
あ
め
ご
が
放
流
さ
れ
て
い
て
、あ
い
に
く

の
お
天
気
の
中
で
し
た
が
、大
勢
の
釣
り
愛
好
家

や
家
族
連
れ
が
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
特
産
品
コ
ー
ナ
ー
で
は
地
元
野
菜
や
炊
き
込

み
ご
飯
な
ど
が
販
売
さ
れ
、
ま
た
「
農
夢
民
バ
ン

ド
」ラ
イ
ブ
や「
間
六
口
と
楽
し
い
仲
間
た
ち
」の

公
演
で
は
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
幼
児
と
小
学
生
限
定
の
あ
め
ご
つ

か
み
ど
り
で
は
、ま
わ
り
の
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

も
一
緒
に
び
し
ょ
ぬ
れ
に
な
り
な
が
ら
大
は
し

ゃ
ぎ
で
捕
ま
え
て
い
ま
し
た
。 

■まちの話題　 一部の記事は四万十市公式ホームページでご覧いただけます。写真もたくさんあるよ。皆さんの情報もお待ちしています。 
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マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
が
四
万
十
川
清
流
保
全
に
貢
献
！ 

〜
サ
ニ
ー
マ
ー
ト
さ
ま
、フ
ジ
さ
ま
、ウ
イ
ル
さ
ま
か
ら 

　
　
　
　
　
　
　
四
万
十
川
清
流
保
全
基
金
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
〜 

4
9 金 

今
後
も
官
民
一
体
と
な
っ
て 

レ
ジ
袋
削
減
に
取
り
組
み
ま
す 

　「
四
万
十
の
日（
４
月
10
日
）」を
前
に
し

た
４
月
９
日
、
環
境
保
全
対
策
の
一
環
と

し
て
レ
ジ
袋
無
料
配
布
中
止
の
取
り
組
み

を
し
て
い
る
３
社
か
ら
、
レ
ジ
袋
削
減
に

伴
う
収
益
の
一
部
と
し
て
合
計
２，
４
０
９，

４
０
６
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
２
月
の
取
り
組
み
開
始
か
ら
１
年
あ

ま
り
。
こ
れ
ま
で
の
レ
ジ
袋
平
均
辞
退
率

は
、85
％
に
達
し
て
い
ま
す
。 

　
寄
付
受
領
式
で
の
こ
ん
談
で
は
、
企
業

か
ら
の
「
私
た
ち
だ
け
の
取
り
組
み
で
は

も
っ
た
い
な
い
。
ほ
か
の
店
舗
も
い
っ
し

ょ
に
な
っ
て
取
り
組
め
ば
も
っ
と
素
晴
ら

し
い
も
の
に
な
る
。」と
の
意
見
に
対
し
市

長
か
ら
は
「
全
市
的
に
広
が
る
よ
う
引
き

続
き
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」

と
の
抱
負
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
市
と
四
万
十
の
日
実
行
委
員
会

で
は
、
お
客
さ
ま
に
対
す
る
こ
の
取
り
組

み
の
紹
介
と
基
金
の
計
画
を
掲
載
し
た

看
板
を
作
成
し
、
３
社
４
店
舗
に
設
置
し

ま
し
た
。 

　
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
岩
間
沈
下
橋

周
辺
の
森
林
ト
ラ
ス
ト
や
ア
ユ
・
ス
ジ
ア

オ
ノ
リ
の
資
源
回
復
、
ま
た
、
小
中
学
生

を
対
象
と
し
た
環
境
学
習
な
ど
、
四
万
十

川
の
環
境
活
動
推
進
の
た
め
の
費
用
と

し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

四
万
十
川
船
上
結
婚
式 

4
10土 

末
永
く
お
幸
せ
に 

　
４
月
10
日「
四
万
十
の
日
」に
あ

わ
せ
て
、
四
万
十
町
在
住
の
太
田

さ
ん
夫
妻
、米
・
フ
ロ
リ
ダ
在
住
の

松
永
さ
ん
夫
妻
、
千
葉
県
船
橋
市

在
住
の
高
橋
さ
ん
夫
妻
の
３
組
が

四
万
十
川
で
の
船
上
結
婚
式
を
行

い
ま
し
た
。
屋
形
船
の
中
で
は
３

組
の
カ
ッ
プ
ル
の
誓
い
の
言
葉
が

読
み
上
げ
ら
れ
、そ
の
後
、沈
下
橋

を
ヴ
ァ
ー
ジ
ン
ロ
ー
ド
に
見
立
て

て
ご
両
親
と
共
に
歩
き
ま
し
た
。

河
原
で
は
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、

主
催
の
「
四
万
十
Ｄ
＆
Ｈ
」
か
ら
四
万
十
川
清
流
保
全
基
金

へ
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。来
賓
の
方
々
の
祝
辞
や

写
真
撮
影
を
は
さ
ん
で
、恒
例
の
フ
ラ
ワ
ー
シ
ャ
ワ
ー
が
行

わ
れ
、
橋
の
下
を
く
ぐ
る
屋
形
船
と
そ
の
上
に
立
つ
新
郎
・

新
婦
の
上
に
色
と
り
ど
り
の
花
び
ら
が
舞
い
ま
し
た
。 
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５ 
May

平成22年 

＊
＊
４
月
17
日（
土
）〜
６
月
30
日（
水
）  

全
面
休
館
で
す
＊
＊ 

　
　
　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い
!! ! 

（
貸
し
出
し
・
問
い
合
わ
せ
等
の
一
切
の
業
務
を
中
止
し
ま
す
。） 

★
休
館
日
の
案
内 

★
休
館
中
で
す（
お
知
ら
せ
） 

一
般
書 

児
童
書  

え
ほ
ん 

５ （400冊）

　
図
書
館
は
、現
在
、休
館
し
て
い
ま
す
。 

　
図
書
館
の
長
期
休
館
に
つ
い
て
は
今
ま
で
広
報
で
も
お
知

ら
せ
し
て
参
り
ま
し
た
。 

　
４
月
17
日
（
土
）
か
ら
、
一
般
の
方
に
対
す
る
業
務
を
全
て

中
止
し
て
、
引
っ
越
し
及
び
シ
ス
テ
ム
導
入
の
た
め
の
作
業

に
専
念
し
て
い
ま
す
。　
皆
様
に
は
、多
大
な
ご
不
便
を
お
掛

け
し
ま
す
が
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。 

　
７
月
１
日
（
木
）
か
ら
、
新
庁
舎
２
階
で
図
書
館
業
務
を
再

開
す
る
予
定
で
す
。長
期
に
わ
た
り
ま
す
が
、ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

問
 
市
立
図
書
館
 
 
 
（
３
５
）２
９
２
３
 
 

中筋中学校 

健
康
で
た
く
ま
し
く

健
康
で
た
く
ま
し
く 

　  

育
つ
南
っ
子
に
！

育
つ
南
っ
子
に
！ 

中村南小学校 

7
（木） 

3４ 

健
康
で
た
く
ま
し
く 

　  

育
つ
南
っ
子
に
！ 

〜
小
中
連
携
を

〜
小
中
連
携
を 

　
　
　
　
活
発
に
〜

　
　
　
　
活
発
に
〜 

〜
小
中
連
携
を 

　
　
　
　
活
発
に
〜 

小中交流学習 

昔遊び大会 

▼歯磨き調べの結果グラフです 

▲きれいに磨けているか点検 

　
ど
の
学
年
も
十
人
を
割
る

小
規
模
校
の
本
校
で
は
、全
校

で
力
を
合
わ
せ
て
行
事
や
学

校
生
活
を
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め

に
、『
仲
間
づ

く
り
』
を
生

徒
会
の
目
標

に
掲
げ
、
力

を
入
れ
て
取

り
組
ん
で
い

ま
す
。 

　
フ
リ
ー
ラ

ン
チ
タ
イ
ム

や
昔
遊
び
大

会
な
ど
で
親
睦
（
し
ん
ぼ
く
）
を
深
め
、

縦
割
り
班
で
の
活
動
を
多
く
取
り
入
れ
、

班
別
学
習
会
・
班
対
抗
レ
ク
な
ど
を
通

し
て
、協
力
や
助
け
合
い
・
思
い
や
り
の

心
な
ど
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
昨
年
度
小
学
校
と
の
連
携
を

深
め
る
た
め
に
、
縦
割
り
班
に
よ
る
も

の
作
り
な
ど
活
動
中
心
の
授
業
を
、
私

た
ち
中
学
生
が
先
生
に
な
っ
て
行
い
と

て
も
好
評
で
し
た
。
本
年
度
も
い
ろ
い

ろ
な
活
動
を
計
画
し
、
中
学
校
の
魅
力

を
小
学
校
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

　
生
徒
と
先

生
が
時
間
を

忘
れ
て
、
一

緒
に
な
っ
て

遊
び
・
笑
い

あ
え
ら
れ
る

学
校
っ
て
い

い
と
思
い
ま
す
。 

（
生
徒
会
長
） 

 

　
３
月
４
日
（
木
）「
中

村
南
小
学
校
　
学
校

保
健
委
員
会
」が
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
会
は
、
学
校
の
保
健

安
全
活
動
や

健
康
づ
く
り

に
か
か
わ
る

問
題
に
つ
い

て
話
し
合
う

目
的
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
会
に
は
、
学

校
歯
科
医
の

島
田
力
先
生

と
朝
日
保
州
先
生
、Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
山
　
か

お
り
副
会
長
が
出
席
し
て
く
だ
さ
り
、保

健
委
員
会
の
活
動
報
告
を
も
と
に
、望
ま

し
い
生
活
習
慣
・
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。私
た
ち
の

活
動
が
南
小
の
子
ど
も
た
ち
の
健
康
づ

く
り
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

取
り
組
む
こ
と
が
楽
し
く
誇
ら
し
く
思

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、

手
洗
い
、う
が
い
を
進
め
る
活
動
や
歯
磨

き
指
導
、
給
食
の
広
報
、
保
健
朝
会
活
動

に
進
ん
で
取
り

組
み
、
自
分
の

体
と
健
康
を
大

切
に
す
る
よ
う

働
き
か
け
て
い

き
ま
す
。 

 

市教委だより 

/

美しい椅子がわかる本 

食品保存節約マニュアル 

すぐわかるWindows７快適設定 

図説土佐の群像　決定版 

辰巳渚の頭のいい子が育つ｢お手伝いの習慣」 

農家が教える混植・混作・輪作の知恵 

ハリー・ポッターと私に舞い降りた奇跡 

私たちの選択 

成美堂出版編集部 

講談社 

アスキー編集部 

学研パブリッシング 

辰巳　渚 

農分協 

松岡　佑子 

アル・ゴア 

オバケに夢を食べられる！? 

たのしい絵かきうた大集合！ 

デモナータ　第１０幕 

はじめまして 

マジョ子とカワイイの大すき王子さま 

またまたぶたのたね 

妖精の家具、おつくりします。 

ロンド国物語　第５巻 

富安　陽子 

ブティック社 

Darren　Shan 

五味　太郎 

藤　真知子 

佐々木　マキ 

あんびる　やすこ 

エミリー・ロッダ 



5
月
は
市
税
の
滞
納
整
理
月
間
で
す
！ 

　
市
県
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
市
税
は

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
国
民
健

康
保
険
税
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
人
の
健
康
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
毎
年
５
月
を
「
市
税
の
滞
納
整
理

月
間
」と
定
め
、市
税
の
収
納
率
の
向
上
を
目

指
し
て
滞
納
者
に
対
し
訪
問
徴
収
活
動
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
市
税
の
滞
納
者
に
は
督
促
状
や
催
告
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
が
、
滞
納
が
続
く
と
納
期

ま
で
に
納
め
た
人
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め

に
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
納
税

に
誠
意
が
見
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、「
給
与
」

や「
預
金
」「
不
動
産
」な
ど
の
財
産
調
査
を
行

い
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。 

　
ま
た
、税
の
徴
収
専
門
機
関
で
あ
る「
幡
多

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
租
税
債
権
管
理
機

構
」に
徴
収
を
移
管
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

 ■
納
税
相
談
は
お
早
め
に
 

　
失
業
や
病
気
ま
た
は
災
害
な
ど
特
別
な
事

情
に
よ
り
、
収
入
が
減
っ
て
市
税
を
納
め
ら

れ
な
い
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
分
割
納
付

や
一
定
期
間
の
納
付
猶
予
も
で
き
ま
す
。 

● 

問
い
合
わ
せ
先 

● 

（
本
　
　
庁
）税
務
課
　
収
納
係 

☎
（
３
５
）５
５
５
２ 

（
総
合
支
所
）総
務
課
　
税
務
係 

☎
（
５
２
）１
１
１
１ 

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
5
月
31
日(

月)

で
す 

　
納
期
限
ま
で
に
必
ず
納
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

《
注
　
意
》 

　
４
月
１
日
現
在
に
所
有
し
て
い
れ
ば
、４
月
２
日
以
降
に

廃
車
・
譲
渡
し
て
も
そ
の
年
分
の
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。 

　
な
お
、領
収
書
の
右
側
の
納
税
証
明
書
は
車
検
の
際
必
要

で
す
の
で
、車
検
証
と
と
も
に
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

減
免
に
つ
い
て 

　
身
体
障
害
者
等
に
対
す
る
減
免
申
請
は
、５
月
24
日（
月
）

が
提
出
期
限
で
す
。障
害
者
本
人
が
所
有
し
て
い
る
軽
自
動

車
な
ど
が
対
象
に
な
り
ま
す
。 

※
精
神
障
害
者
ま
た
は
18
歳
未
満
の
人
は
生
計
が
同
じ
者

　
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
も
対
象
と
な
り
ま
す
。 

【
必
要
書
類
】 

■
身
体
障
害
者
等
が
運
転
す
る
場
合 

　
・
身
体
障
害
者
手
帳
等
・
納
税
通
知
書
・
車
検
証 

　
・
運
転
免
許
証（
本
人
） 

・
印
鑑 

■
身
体
障
害
者
等
と
生
計
を
一
に
す
る
者
が
運
転
す
る
場
合 

　
・
身
体
障
害
者
手
帳
等
・
納
税
通
知
書
・
車
検
証 

　
・
運
転
免
許
証（
運
転
す
る
人
） 
・
印
鑑 

■ 

そ
の
他 

　
・
障
害
の
部
位
、等
級
に
よ
り
摘
要
に
な
ら
な
い
場
合
も

　
あ
り
ま
す
。 

　
・
申
請
書
は
税
務
課
に
あ
り
ま
す
。 

● 

問
い
合
わ
せ
先 

● 

（
本
　
　
庁
）税
務
課
　
市
民
税
係 

☎
（
３
４
）１
１
１
２ 

（
総
合
支
所
）総
務
課
　
税 

務 

係 

☎
（
５
２
）１
１
１
１ 

自
動
車
税
の
納
付
に
つ
い
て 

平
成
22
年
度
固
定
資
産
税
の
納
期 

　
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日
（
月
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。
納
付
は
必
ず
納
期
限
ま
で
に
、
銀

行
・
郵
便
局
・
農
協
な
ど
お
近
く
の
金
融
機
関
で

済
ま
し
て
だ
さ
い
。 

　
本
年
度
も
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納

付
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。平
日
に
納
付
で

き
な
い
人
な
ど
納
税
通
知
書
持
参
の
う
え
、ご
利

用
く
だ
さ
い
。（
詳
し
く
は
、納
税
通
知
書
の
裏
面

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。） 

　
な
お
、納
税
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
人
が
い

ま
し
た
ら
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、身
体
障
害
者
等
に
対
す
る
減
免
の
手
続

き
期
限
も
５
月
31
日
（
月
）
ま
で
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

＊納税通知書・課税明細書は５月中旬

　に発送します 

● 問い合わせ先 ● 

高知県幡多県税事務所 

四万十市中村山手通19 ☎（35）5972

● 問い合わせ先 ● 

（本　　庁）税務課　資産税係 ☎（35）4428 
（総合支所）総務課　税 務 係 ☎（52）1111

納
　
　
　
　
期 

第１期分 

第２期分 

第４期分 

第３期分 

5月17日～ 

　5月31日 

7月 1日～ 

　8月 2日 

12月 1日～ 

　12月27日 

9月 1日～ 

　9月30日 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し

く
ら
し 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 
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住宅改修したときは、届出を！ 
固定資産税が減額される場合があります！ 

住
宅
名
ほ
か 

　
古
津
賀
第
２
団
地 

　
　
　
　
共
同
住
宅（
Ａ
―
２
） 

所
在
地 

　
古
津
賀
３
７
６
０
番
地 

構
　
造 

　
中
層
耐
火
構
造
４
階
建 

間
取
り 

　
６
畳
×
２
・
4.5
畳
・
Ｄ
Ｋ
・
Ｗ
Ｃ
・ 

　
浴
室
・
物
置 

建
築
年 

　
平
成
２
年
度 

家
　
賃 

　
８，
４
０
０
円
か
ら 

　
※
入
居
世
帯
の
所
得
額
に
よ
り

　
　
異
な
り
ま
す 

入
居
資
格 

　
単
身
の
場
合
は
60
歳
以
上
で
あ

　
る
こ
と 

　
○
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と 

　
○
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す 

　
※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

　
　
わ
せ
く
だ
さ
い 

募
集
案
内
申
し
込
み
先 

　（
本
庁
）財
政
課 

　
※
募
集
案
内
は
５
月
12
日(

水)

か

　
　
ら
配
布
し
ま
す 

そ
の
他 

　
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選

　
と
な
り
ま
す 

受
付
期
間 

　
５
月
17
日（
月
）〜
28
日（
金
） 

入
居
予
定 

　
６
月
中
旬 

問
い
合
わ
せ
先 

　（
本
庁
）財
政
課
　
管
財
契
約
係 

☎
（
３
４
）６
１
２
０ 

● 問い合わせ・申し込み先 ● 

（本　庁）税務課　資産税係  ☎（３５）４４２８　（総合支所）総務課　税務係  ☎（５２）１１１１ 

一戸あたり120平方メートルまで、
翌年度の固定資産税を３分の１ 

〇平成20年1月1日以前から所在
　している住宅（賃貸住宅除く） 
〇平成20年4月1日から平成25年
　3月31日までの間にその他欄の
　①～④までの工事のうち、①を
　含む工事を行うこと 
〇改修工事に要した費用の額が
　30万円以上であること 
〇現在、新築住宅軽減・耐震改修
　に伴う減額を受けていない建
　物であること（バリアフリー改
　修に伴う減額措置との同時適
　用は可能です） 

（対象となる工事）  
①窓の改修工事 
②床の断熱改修工事 
③天井の断熱改修工事 
④壁の断熱改修工事 
（注1）①の工事は必ず行うこと 
（注2）①から④の工事は、外気など
　　 と接する部分の工事に限る 
（注3）改修工事により、それぞれ
　　 の部位が現行の省エネ基準
　　 に新たに適合することが必
　　  要となります 

（居住者要件) 
①65歳以上の人（改修工事が完了し
　た年の翌年の1月1日における年齢） 
②要介護認定または要支援認定
　を受けた人 
③障害者手帳を持っている人 
（バリアフリー改修工事） 

①廊下の拡幅 
②階段のこう配緩和 
③浴室の改良 
④トイレの改良 
⑤手すり取り付け 
⑥床の段差解消 
⑦引き戸への取り替え 
⑧床の滑り止め化 

（減額される期間） 
改修工事が完了した日の翌年の4
月1日が属する年度分から、下記
の表に示す期間 

改修完了日 

平成22年 1月 1日～ 
平成24年12月31日 

平成25年 1月 1日～ 
平成27年12月31日 

減額期間 

2年間 

 

1年間 

改修工事完了後３カ月以内に、 
①熱損失防止改修工事証明書（建
　築士、指定確認検査機関または
　登録住宅性能評価機関が証明
　したもの） 
②工事完了日がわかる書類 
③領収書等の写し 
を持参のうえ、申告してください。 

改修工事完了後３カ月以内に、 
①領収書等の写し 
②工事明細書　 
③改修個所の図面、写真等 
④居住者要件が確認できる書類 
⑤補助金を受けた場合は、補助金
　交付決定通知書の写し 
を持参のうえ、申告してください。 

改修工事完了後３カ月以内に、 
①耐震基準に適合した工事である
　ことの証明書（地方公共団体、建
　築士、指定住宅性能評価機関、指
　定確認検査機関が証明したもの） 
②耐震改修に要した費用の額がわ
　かる領収書等 
③工事完了日がわかる書類 
①～③の書類を持参のうえ、申告
　してください。 

〇平成19年1月1日以前から所在
　している住宅（賃貸住宅除く）で、
　その他欄のいずれかに該当す
　る人が居住する住宅であること 
〇平成19年４月１日から平成25
　年３月31日までに次の工事が
　完了し、補助金などを除く自己
　負担額が30万円以上であること 
〇現在、新築住宅軽減・耐震改修
　に伴う減額を受けていない建
　物であること 

〇昭和57年1月1日以前から所在
　している住宅であること（併用
　住宅は居住部分の割合が２分
　の１以上のもの） 
〇平成22年1月1日から平成27年
　12月31日までの間に現行の耐
　震基準に適合する改修工事を
　行った住宅であること 
〇改修工事に要した費用の額が
　30万円以上であること 

一戸あたり100平方メートルまで、 
翌年度の固定資産税を３分の１ 

一戸あたり120平方メートルまで、 
翌年度から一定期間、固定資産税
を２分の１ 

市営住宅入居者募集  

省エネ改修 

減 

額 

対
象
家
屋
・
要
件 

そ
　
　
の
　
　
他 

申
請
期
間
・
必
要
書
類 

バリアフリー改修 耐震改修 
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特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当 

　
障
害（
身
体
・
知
的
・
精
神
）の
状
態
に
応
じ
、次
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。な
お
、認
定
に

際
し
て
は
診
断
書
に
よ
る
判
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、こ
の
手
当
の
支
給
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
場
合
、一
度
、下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
こ
れ
ら
の
手
当
は
、在
宅
の
重
度
障
害
者
・
障
害
児
に
対
し
、そ
の
重
度
の
障
害
の
た
め
に

生
じ
る
特
別
な
負
担
の
手
助
け
と
し
て
手
当
を
支
給
し
、福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。 

  (

１)

特
別
障
害
者
手
当  

（
支
給
金
額:

月
額
２
６，
４
４
０
円
） 

◆
支
給
対
象
者 

　
精
神（
知
的
・
精
神
）ま
た
は
身
体
に
障
害
を
有
し
、日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な
介

護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
20
歳
以
上
の
障
害
者
。 

◆
支
給
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合 

・
手
当
を
受
け
る
人
、ま
た
は
配
偶
者
、お
よ
び
生
計
を
維
持
す
る
扶
養
義
務
者
の
前
年
の

所
得
が
一
定
額
以
上
あ
る
場
合 

・
障
害
者
が
通
所
施
設
な
ど
を
除
く
施
設（
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
）に
入
所
し
て
い
る
場
合 

・
障
害
者
が
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
３
ヶ
月
以
上
入
院
し
た
場
合 

  (

２)

障
害
児
福
祉
手
当  

（
支
給
金
額:

月
額
１
４，
３
８
０
円
） 

◆
支
給
対
象
者 

　
20
歳
未
満
で
あ
っ
て
、常
時
介
護
を
必
要
と
し
、特
に
障
害
の
重
い
在
宅
の
重
度
障
害
児
。 

◆
支
給
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合 

・
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
あ
る
場
合  

・
児
童
が
通
所
施
設
、特
別
支
援
学
校
の
寄
宿
舎
を
除
く
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合 

・
児
童
が
障
害
を
理
由
と
し
た
他
の
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合（
併
給
制
限
） 

　(

そ
の
全
額
が
支
給
停
止
さ
れ
て
い
る
と
き
を
除
き
ま
す
。） 

● 問い合わせ先 ●  
（本庁）福祉事務所　社会福祉係 ☎ （３４）１１２０　（総合支所）福祉事務所分室（保健課内） ☎ （５２）１１３２ 

四
万
十
市
心
身
障
害
児
扶
養
手
当 

　
四
万
十
市
心
身
障
害
児
扶
養
手
当
は
、心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
の
保
護
者

に
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
手
当
の
支
給
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、一
度
下
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◆
支
給
対
象
者 

　
下
記
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
保
護
者
。 

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
か
ら
３
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人 

・
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
Ａ
と
判
定
さ
れ
た
人 

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
１
級
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人 

 

◆
支
給
額
　
月
額
　
２，
０
０
０
円 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
者
負
担
変
更 

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
、低
所
得(

市
町
村
民
税
非
課
税)

の
障
害
者
お
よ
び
障
害
児
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
居
宅
介

護
、
就
労
継
続
支
援
な
ど:

療
養
介
護
医
療
、
障
害
児
施

設
医
療
を
除
く
）
お
よ
び
補
装
具
（
車
い
す
な
ど
）
の
利

用
者
負
担
が
無
料
に
な
り
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
日
常
生

活
用
具
給
付
事
業
（
ス
ト
マ
装
具
な
ど
）
、
日
中
一
時
支

援
事
業
な
ど
も
同
じ
取
り
扱
い
と
し
ま
す
。 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し

く
ら
し 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 

21

平
成
22
年
５
月
号 
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平
成
22
年
５
月
号 

病
院
ス
タ
ッ
フ
で
す
。 

医
師
診
療
担
当
日（
５
月
） 

☎（34）2126

　
４
月
か
ら
脳
神
経
外
科
に
１
名
の

医
師
が
加
わ
り
ま
し
た
。今
後
と
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

前列左より河内通(副院長・整形外科)、樋口佑次(院長・内科）、宇都宮俊介

（外科）、後列左より、岡 弘泰（内科）、伴昌幸（脳神経外科）、川田祥子（脳

神経外科）、坪屋英志（整形外科）、茶畑幸子（総看護長）、大西郁夫（局長） 

＊印は他の医療機関のご協力により派遣していただいている非常勤医師です。 

清谷先生（内科／火・午後）は「禁煙外来」も行っています。（要予約） 

伊藤先生（内科／金）は月末（最終週）は休診です。 

予約制です　☎（34）4798

● 

受
　
　
付
…
８
時
〜
11
時 

● 

診
療
時
間
…
９
時
〜 

中医学研究所　付属鍼灸（しんきゅう）院 月 火 水 

鍼 灸 師　  山崎道広 

木 金 

月 火 水 木 金 

午前 （ 8：30 ～ 13：00） 

午後 （14：00 ～ 17：00） 

 

 

内　科 

 

 

外　科 
 

整形外科 

脳神経 

外　科 
 

泌尿器科 

 

午前 

 

午後 

 

午前 
 

午前

午前 
 

午後 

午前 

初診 

再診 

 

再診 

岡 弘泰 

樋口佑次 

*筒井章仁 

樋口佑次 

宇都宮俊介 
 

河内　通 

伴　昌幸 

川田祥子 

宇都宮俊介 
 

坪屋英志 

川田祥子 

伴　昌幸 

宇都宮俊介 
 

河内　通 

伴　昌幸 

川田祥子 

休　診 

(手術･検査の為) 

坪屋英志 

川田祥子 

伴　昌幸 

 

*佐々木健一郎 

宇都宮俊介 
 

河内　通 

伴　昌幸 

川田祥子 

 

休　診 

岡 弘泰 

樋口佑次 

*鷲山憲治 

*清谷知郎 

*鷲山憲治 

 

樋口佑次 

 

岡 弘泰 

休　診 

樋口佑次 

岡 弘泰 

樋口佑次 

岡 弘泰 

*伊藤勝彦 
 

*竹田修司 

*伊藤勝彦 

初診 

再診 

 

再診 

初診 

再診 

 

再診 

初診 
 

再診 

再診 

 

初診 

 

再診 

新　患　・　急　患　の　み 

休　　　　　診 



市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し

く
ら
し 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 
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平
成
22
年
５
月
号 

　
乳
幼
児
に
か
か
る
医
療
費
に
つ

い
て
は
、５
歳
未
満
ま
で
が
無
料
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、４
月
１
日
か

ら
対
象
年
齢
を
拡
大
し
、小
学
校
就

学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
医
療
費

を
市
が
全
額
助
成
し
ま
す
。 

　
現
在
受
給
者
資
格
の
認
定
を
受

け
て
い
る
人
に
は
、新
し
い
受
給
者

証
を
郵
送
し
ま
し
た
。 

 

●
助
成
の
対
象
と
な
る
医
療
費
な

ど
…
…
保
険
適
用
に
な
る
も
の（
た

だ
し
食
事
療
養
費
は
助
成
対
象
外
） 

 

注 

小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
で
、受

給
者
資
格
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、

市
へ
認
定
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
認

め
印
と
お
子
さ
ん
の
保
険
証
が
必
要
で
す
。） 

　
市
町
村
民
税
未
申
告
の
人
が
い
る
世

帯
な
ど
、
世
帯
の
課
税
状
況
が
不
明
の
お

子
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
受
給
者
資
格
の
審

査
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
税
の
申
告

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
対
象
者
拡
大 

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
一
般
不

妊
治
療
（
保
険
診
療
分
）
お
よ
び

人
工
授
精
治
療
に
つ
い
て
年
度

単
位
で
お
の
お
の
３
万
円
を
上

限
と
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。 

 

●
助
成
対
象
者 

○
四
万
十
市
内
に
居
住
す
る
、
お

子
さ
ん
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
ご

夫
婦
。 

●
申
請
に
必
要
な
も
の 

○
夫
婦
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
も
の（
戸

籍
謄
本
な
ど
） 

○
住
所
が
わ
か
る
も
の（
住
民
票
な
ど
） 

○
治
療
に
係
る
医
師
の
証
明
書 

　（
福
祉
事
務
所
・
支
所
分
室
に
あ
り
ま
す
） 

○
夫
婦
の
健
康
保
険
証 

　（
一
般
不
妊
治
療
の
み
） 

○
治
療
の
領
収
書 

四
万
十
市
不
妊
治
療
費
等
助
成
事
業 

　
・・・・
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？ 

　
人
と
の
つ
き
あ
い
が
ど
う
も
う
ま

く
い
か
な
い
。 

　
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
し
ま
っ

て
、よ
く
眠
れ
な
い
。 

　
な
に
を
す
る
の
も
い
や
に
な
り
、

家
に
と
じ
こ
も
っ
て
い
る
日
々
が
続

い
て
い
る
。 

　
・・・
な
ど
、心
に
ゆ
と
り
が
無
く
な

っ
て
、悩
ん
だ
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。 

そ
ん
な
時
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

 

　
保
健
師
等
に
よ
る
電
話
相
談
・
面

接
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

保
健
所
で
は
、
相
談
さ
れ
る
内
容
に

よ
っ
て
、
精
神
科
嘱
託
医
の
相
談
も

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

●
相
談
窓
口 

 

（
本
庁
） 

保
健
介
護
課
保
健
衛
生
係 

☎
（
３
４
）１
１
１
５  

 

（
総
合
支
所
） 

福
祉
事
務
所
分
室 

　
　
　
　
　  (

保
健
課
内) 

☎
（
５
２
）１
１
３
２  

　
幡
多
福
祉
保
健
所
　
健
康
障
害
課 

　
精
神
保
健
福
祉
担
当 

☎
（
３
４
）５
１
２
４ 

心
の
健
康
相
談 

ひとり親 家 庭 医 療 費 助 成 制 度  

　
18
歳
に
な
っ
た
年
の
年
度
末
ま
で
の

お
子
さ
ん
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
や
、

ご
両
親
の
い
な
い
お
子
さ
ん
な
ど
の
医

療
費
の
う
ち
、
保
険
診
療
分
の
一
部
負

担
金（
高
額
療
養
費
・
付
加
給
付
額
は
除

く
）を
市
が
助
成
す
る
制
度
で
す
。対
象

は
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
世
帯

で
、申
請
さ
れ
た
翌
月
か
ら
助
成
し
ま
す
。 

＊
な
お
、
現
在
世
帯
に
所
得
税
納
税
者

　
が
い
る
た
め
給
付
が
停
止
ま
た
は
支

　
給
対
象
外
に
な
っ
て
い
る
人
で
、
平

　
成
21
年
分
の
所
得
税
非
課
税
世
帯
の

　
人
な
ど
は
、
６
月
に
申
請
手
続
き
を

　
行
う
と
７
月
か
ら
支
給
対
象
と
な
り

　
ま
す
。（
７
月
以
降
に
申
請
の
場
合
は
、

　
申
請
の
翌
月
か
ら
の
対
象
と
な
り
ま
す
。） 

 

☆
平
成
22
年
度
ひ
と
り
親
家
庭 

医
療
費
受
給
資
格
の
更
新
☆ 
 

　
５
月
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受

給
資
格
の
更
新
月
で
す
。
該
当
者
は
次

の
要
領
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

◆
受
付
期
間 

　
５
月
10
日（
月
）〜
28
日（
金
） 

　
　（
土
、日
、昼
休
み
は
除
く
） 

◆
受
付
場
所 

　
福
祉
事
務
所
ま
た
は
西
土
佐
総
合
支

所
福
祉
事
務
所
分
室（
保
健
課
内
） 

◆
持
参
す
る
も
の 

　
健
康
保
険
証
・
印
鑑
・
受
給
者
証
な
ど 

● 問い合わせ・申し込み先 ● 

（本 庁）福祉事務所　家庭福祉係 ☎ （３４）１１２０　（総合支所）福祉事務所分室（保健課内） ☎ （５２）１１３２ 
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平
成
22
年
５
月
号 

保健カレンダー ～健康は自分で～ 

１年に１度は検診を ５ 中村地域 

西土佐地域 

健
診 

相
談 

教
室
・
学
習
会 

献
血 

動
物
関
係 

◆問い合わせ先◆（本庁）保健介護課  ☎　(34)1115　（総合支所）保健課　☎　(52)1132

月　日 事　　業　　名 該当地区 時　　間 場　　　　所 

8:00～10:30 

13:30～15:00 

8:00～10:30 

9:30～10:30 

13:30～14:30 

12:50～13:30 

9:30～10:30 

13:30～14:30 

9:30～11:00 

9:30～11:00 

個別通知 

個別通知 

12:50～13:30 

10:00～11:30 

受付　15:00～ 

12:50～13:30 

8:00～10:00 

8:00～10:00 

9:30～10:30/13:30～14:30 

13:00～16:30 

9:30～10:30/13:30～14:30 

9:30～12:00/13:00～17:00 

9:00～12:30 

8:00～10:30 

8:00～10:30 

個別通知 

12:50～13:30 

10:00～11:30 

個別通知 

12:50～13:30

具同体育センター（勤労者体育館） 

健康管理センター 

具同体育センター（勤労者体育館） 

本村小学校体育館 

西ケ方小学校体育館 

健康管理センター 

下家地小学校体育館 

須　小学校体育館 

健康管理センター 

健康管理センター 

中村街地区 

東山地区 

健康管理センター 

具同体育センター 

西土佐保健センター 

健康管理センター 

具同防災センター（出来島） 

具同防災センター（出来島） 

大宮小学校体育館 

国土交通省　中村河川国道事務所 

津野川小学校体育館 

サニーマート四万十店 

市立中央公民館 

市立中央公民館 

市立中央公民館 

富山地区 

健康管理センター 

具同体育センター 

後川地区 

健康管理センター 

胃がん検診 

健康相談 

胃がん検診 

ひまわり健診 

ひまわり健診 

乳児健診 

ひまわり健診 

ひまわり健診 

乳幼児（赤ちゃん）相談 

ママタッチ教室 

狂犬病予防注射 

胸部レントゲン（肺がん検診） 

乳児健診 

マム＆チルドレン 

ポリオ集団予防接種 

3歳児健診 

胃がん検診 

胃がん検診 

ひまわり健診 

献血 

ひまわり健診 

献血 

献血 

胃がん検診 

胃がん検診 

胸部レントゲン（肺がん検診） 

乳児健診 

マム＆チルドレン 

胸部レントゲン（肺がん検診） 

1歳9ヵ月児健診 

具同 

 

具同 

 

 

 

 

 

 

 

 

東山 

 

 

 

 

具同・八束 

八束 

 

 

 

 

 

中村街 

中村街 

富山 

 

 

後川 

 
 

5月17日（月） 

 

5月18日（火） 

 

 

5月19日（水） 

 
 

5月20日（木） 
 

5月21日（金） 

5月24日（月） 

 

5月26日（水） 

 

5月28日（金） 

5月31日（月） 
 

6月 1日（火） 

 

6月 2日（水） 
 

6月 3日（木） 

6月 4日（金） 

6月 7日（月） 

6月 8日（火） 

 

6月 9日（水） 

 

6月10日（木） 

6月11日（金） 

※5月15日までの計画については、広報四万十4月号に掲載しています。 

幡多地区 
Ｃ型肝炎公開講座のお知らせ 

「
Ｃ
型
肝
炎
　
放
っ
て
お
く
と
怖
い
病
気
」と
い
う
表
題
で
公
開
講
座

を
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

・
日
　
時
　
５
月
16
日（
日
）　
13
時
〜
14
時
30
分（
開
場
12
時
30
分
） 

・
場
　
所
　
市
立
中
央
公
民
館 

・
内
　
容
　
講
演
１
　「
慢
性
肝
炎
　
〜
こ
こ
ま
で
進
ん
だ
最
新
治
療
〜
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
正
文
　
先
生 

（
高
知
大
学
医
学
部
消
化
器
内
科
学
） 

　
　
　
　
　
講
演
２
　「
高
知
県
の
肝
炎
対
策
に
つ
い
て
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
村
　
隆
　
氏（
高
知
県
健
康
づ
く
り
課
長
） 

・
参
加
料
　
無
料 

・
主
　
催
　
高
知
県
、シ
ェ
リ
ン
グ
・
プ
ラ
ウ（
株
） 

問
　
シ
ェ
リ
ン
グ
・
プ
ラ
ウ（
株
）　
０
８
７（
８
２
５
）０
０
１
７ 

協会けんぽ加入のご家族の皆さまへ 
〔特定健診のお知らせ〕 

　
協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
し
て
い
る
被
扶
養
者
の
人
も
、市
が
実
施
し
て

い
る
国
保
加
入
者
を
対
象
と
す
る
特
定
健
診
の
集
団
健
診
を
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。受
診
す
る
に
は
、協
会
け
ん
ぽ
が
発
行
し
て
い

る「
受
診
券
」と「
保
険
証
」が
必
要
で
す
の
で
、受
診
券
を
お
持
ち
で
な

い
人
は
、協
会
け
ん
ぽ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
受
診
券
を
受
け
取

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、集
団
健
診
の
予
約
申
し
込
み
は
、市

役
所
保
健
介
護
課 

☎(

３
４)

１
１
１
５ 

に
電
話
等
で
事
前
に
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
　
全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け
ん
ぽ
） 

高
知
支
部
　
☎
０
８
８（
８
２
０
）６
０
１
０ 

健康ウォーキング大会 

　
幡
多
地
区
全
市
町
村
で
開
催
さ
れ
る
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
は

４
月
の
宿
毛
市
に
続
い
て
、５
月
18
日（
火
）に
大
月
町
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
大
会
は
幡
多
地
区
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
し
て
実
施
さ
れ
ま

す
。 

　
皆
さ
ん
も
、住
ん
で
い
る
市
町
村
以
外
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

※
詳
し
く
は
、大
月
町
保
健
介
護
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
（
７
３
）１
３
６
５ 

 

問
　
幡
多
地
区
健
康
づ
く
り
推
進
会
議 

　
　
事
務
局
・
幡
多
福
祉
保
健
所
　
☎
（
３
４
）５
１
２
０ 



保育所名 月　　日 駐車場 時　間 

※雨天の場合は中止です。 

子育て相談 

園庭開放 

　子育てについて思っていること、悩んでいること等気軽に

ご相談ください。 

　　毎週月～金曜日　9：00～12：00、13：00～17：00　 

☆   家庭児童相談員による育児相談 

　　毎月第３火曜日　9：30～11：30

四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ” “ぽっぽ” “ぽっぽ” 
その他の活動 

ぴよちゃんクラブ　①②　〈なかよく遊ぼう〉 

〈ぽっぽで遊ぼう〉 

　手作りの名札を作ったり、自己紹介もするよ。ぽっぽのおも

ちゃで遊んだり、お母さん同士おしゃべりも楽しんでね！ 

時 

場 

5月18日（火）、②19日（水）、　9:30～11:30 
子育て支援センター 

お母さんと一緒に絵本を見たりおもちゃで遊ぼう。　　 

お庭の散歩も楽しいよ♪ 

時 

場 

①6月10日（木）、②11日（金）　9:30～11:30 
子育て支援センター 

おしゃべり広場 

お母さんのリフレッシュタイムです。子育ての悩みなど、いろ

んなおしゃべりをしましょう！ 

時 

場 

5月21日（金）　10:00～11:30 
子育て支援センター 

お誕生会 

4，5月生まれのお友だちのお誕生日をみんなでお祝いしようね。 

時 

場 

［1 、2 、3 歳児］　5月27日（木）9:30～11:30 
［ぴよちゃんクラブ］　 28日（金）9:30～11:30 
子育て支援センター 

親子ふれあい活動 　１・２・３歳児対象 

　簡単なお魚を紙で作るよ。　ひらひら、ゆらゆら～うごくかな？

　お母さんと一緒に楽しく遊ぼう。 

作ってを遊ぼう　①②③ 

時 

場 

①６月１日（火）、②２日（水）、③４日（金）  
9:30～11:30 
子育て支援センター 

時 

場 

6月８日（火）　10:00～11:30 
安並公園（雨天の場合は、子育て支援センター） 

①②③グループ一緒に安並公園でピクニック！広い公園で元

気いっぱい遊ぼう！おやつも持って来てね。（現地集合、解散。

　おやつの準備は、天気にかかわらずお願いします。） 

※新たに参加を希望されるは人は、準備などの都合がありま

すので、あらかじめご連絡ください。①など番号がついている

活動は、各日程ごとにグループに分かれます。 

子育て支援センターの活動・利用は、市内在住で保育所や幼稚

園に通っていない就学前の乳幼児とその保護者、家族を対象

としています。 

なかよしピクニック 

問い合わせ先 
四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ” 
右山元町1丁目2-10　（旧元町保育所）　（３５）３７４８ 

●●管理栄養士からのメッセージ●● 

作
り
方 

市民病院　管理栄養士　池　一美 

① りんごの皮をむいて、8等分にし、いちょう切りにする。 
② 鍋にりんごを入れて、砂糖とレモン汁を加え中火で加熱する。 
③ 焦げないように火力を調節しながら、時々かき混ぜる。 
④ 水分が飛んで、お好みの固さになったらできあがり。 

【ポイント】ペクチンはりんごの皮の部分に多く含まれています。皮ごと使うとた

くさんのペクチンを摂（と）ることができます。その場合は、りんごをよく洗ってか

ら使いましょう。 

■りんごはペクチンという食物繊維を豊富に含んでいます。ペクチンは水溶性で、

水分を含むと寒天状に固まり、消化吸収されないまま体外に排出されます。また腸

内で乳酸菌などの善玉の細菌を増やす働きがあります。りんごが便秘や下痢に良

いといわれるのはこのためです。 

エネルギー：886kcal 

たんぱく質：2g 

脂質　　　：1g 

所要時間約40分 

　今月は簡単にできるりんごジャムをご紹介します。トーストやパンケーキに

塗るとおいしいです。腸の健康を整えるには、乳酸菌たっぷりのプレーンヨーグ

ルトに混ぜて食べるとよいでしょう。 

りんご ………３個 
砂　糖 ………100g 
レモン汁 ……大さじ1

〈材料：3～4人分〉 

りんごジャム りんごジャム 

電話相談・来所相談 

※利用できる人 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し

く
ら
し 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 
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愛 育 園  

もみじ保育所 

あおぎ保育所 

東山保育所  

八束保育所  

東中筋保育所 

６月１１日 

５月２０日 

６月１１日 

６月　９日

５月２６日

５月１７日 

６月１５日 

金 

木 

金 

水 

水 

月 

火 

9:30～10:30 

10:00～11:00 

9:30～10:30 

10:00～11:00 

9:30～10:30 

9:30～10:30

なし 

なし 

数台あり 

数台あり 

数台あり 

数台あり 
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退
職（
失
業
）に
よ
る 

　
　
　
特
例
免
除
が
あ
り
ま
す
！ 

　
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
場
合
に
は
、
国
民
年
金
へ
の

加
入
の
手
続
き
を
行
い
、
月
額
１
５，
１
０
０
円
の
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
に
は
、退
職（
失
業
）

に
よ
る
特
例
免
除
が
あ
り
ま
す
。 

 

メ
リ
ッ
ト
　
本
人
所
得
を
除
外
し
て
審
査
！ 

　
特
例
免
除
と
は
、通
常
で
あ
れ
ば
審
査
の
対
象
と
な
る

本
人
の
所
得
を
除
外
し
て
審
査
を
行
い
、保
険
料
の
納
付

が
免
除
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

　
た
だ
し
、配
偶
者
、世
帯
主
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る

と
き
は
、保
険
料
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。 

免
除
が
承
認
さ
れ
る
と
… 

①
　
保
険
料
を
一
部
納
付
し
た
の
と
同
じ 

　
免
除
期
間
の
年
金
額
の
計
算
は
、保
険
料
が
納
付
さ
れ

た
場
合
と
比
較
し
て
、２
分
の
１
と
な
り
ま
す
。 

 

②
　
万
が
一
の
際
に
も
確
か
な
保
障 

　
病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
の
障
害
年
金
や
、

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
年
金
な
ど
、

免
除
承
認
期
間
に
つ
い
て
は
支
給
対
象
の
期
間
と
さ
れ

ま
す
。 

 
手
続
き
は
… 

　
特
例
免
除
は
、申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い

て
退
職
（
失
業
）
の
事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
特
例
免
除
に
つ
い
て
は
、
配
偶
者
・
世
帯

主
が
退
職
し
た
場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

必
要
な
も
の 

　
①
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど
基
礎
年
金
番
号
の

　
　
わ
か
る
も
の 

　
②
認
め
印（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
で
す
） 

　
③
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公
的
機
関
の

　
　
証
明
の
写
し
（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
離
職
票

　
　
な
ど
） 

　
５
月
20
日
（
木
）
は
、
西
土
佐
総
合
支
所
で
、
10
時
か
ら

15
時
ま
で
日
本
年
金
機
構
に
よ
り
ま
す
年
金
相
談
を
行

い
ま
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

通常の場合 

申請者本人の所得 

申請者の配偶者の所得 

世帯主の所得 

特例免除の場合 

申請者本人の所得 

申請者の配偶者の所得 

世帯主の所得 

平
成
22
年
度
の
年
金
額
は 

　
　
　
据
え
置
き
に
な
り
ま
し
た 

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ 

日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所 

〔
中
村
東
町
２-

４-

10
〕　
☎(

３
４)

１
６
１
６ 

(

本
　
　
庁)

市
民
課
　
市
民
係 

〔
中
村
大
橋
通
４
丁
目
10
番
地
〕　
☎(

３
４)

１
１
１
３ 

(

総
合
支
所)

住
民
課
　
住
民
国
保
係 

〔
西
土
佐
江
川
崎
２
４
４
５-

２
〕　
☎(

５
２)

１
１
１
１ 

《
年
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ 

　
　
　
お
よ
び
申
請
書
の
提
出
先
》 

●老齢基礎年金　満額  　792,100円 

●障害基礎年金　１級　　990,100円 

　　　　　　　　２級　　792,100円 

●遺族基礎年金　子のある妻の場合 

　　　　　　　　（妻と子1人の場合） 

　　　　　　　　　　　 1,020,000円 

　　　　　　　　子のみの場合 

　　　　　　　　　　（子1人の場合） 

　　　　　　 　　　　　 792,100円 



　
国
や
県
、
市
の
仕
事
に
対
す
る
住
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
の
苦
情
や
要
望
を
お
聞
き
し
、
そ
の
解
決
や
実
現
を

図
る
た
め
、
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
行
政
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
今
月
は
中
村
地
域
で
、人
権
相
談
と
ふ
れ
あ
い
相
談（
心

配
ご
と
、暮
ら
し
に
関
す
る
こ
と
）を
あ
わ
せ
た「
一
日
合

同
相
談
所
」
の
開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
相
談
費
用
は

無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

 《
中
村
地
域
》 

〔
行
政
相
談
委
員
〕 

　
武
田
　
二
三
生
　 

☎
（
3
5
）6
4
1
4 

　
佐
竹
　
猛
　
☎
（
3
7
）2
6
2
8 

　
日
　
時
　
５
月
20
日（
木
）　
13
時
〜
16
時 

　
場
　
所
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

市
　
政 

教
　
育 

情
報
掲
示
板 

情
報
掲
示
板 
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く
ら
し 

　気象注意報・警報が平成22年

5月27日から市町村単位での発

表に変わります。 

　現在は「幡多」、あるいは「高

知県西部」に対して注意報・警

報を発表されていますが、以後

は「四万十市」を明示して行わ

れることとなります。 

　なお、テレビやラジオなどで

警報が放送されるときは、画面

に表示できる文字数や読み上

げ可能な文章での範囲で伝え

る必要があり、これまでどおり

の地域名で放送される場合が

あります。 

　この変更により警戒の対象

地域がこれまでより分かりや

すくなるものと思われます。 

相
　
談 

相
　
談 

日曜・遺言等公証法律相談 

 

気象警報が市町村単位で発表 

相
　
談 　

人
権
擁
護
委
員
が
、金
銭
・
相
続
・
借
地
借
家
・
結
婚
・

離
婚
・
セ
ク
ハ
ラ
・
Ｄ
Ｖ
・
い
じ
め
・
児
童
虐
待
・
交
通

事
故
・
裁
判
費
用
な
ど
人
権
に
関
す
る
問
題
を
無
料
・

秘
密
厳
守
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

日
時
　
５
月
20
日（
木
）13
時
〜
16
時 

場
所
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

日
時
　
６
月
１
日（
火
）10
時
〜
12
時
・
13
時
〜
15
時 

場
所
　
JA
高
知
は
た
中
村
東
部
出
張
所 

 

日
時
　
６
月
１
日（
火
）９
時
〜
12
時 

場
所
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル 

特設人権相談所 

問 
高知地方法務局四万十支局 

　 （３４）１６００ 
問 
中村公証役場 

　 （３４）１７２８ 

相
　
談 

問 
（本　　庁）総務課　☎ （３５）２０４４ 
（総合支所）総務課　☎ （５２）１１１１ 

問 
社会福祉法人 四万十市社会福祉協議会内 
無料職業紹介所　幡多福祉人材バンク 
☎（35）5514

行政相談所 

平成22年度 福祉のしごと相談 

固定資産税　１期分 
 
軽自動車税　全期分 

今月は

の納付月です

　
福
祉
セ
ン
タ
ー(

四
万
十
市
社
会
福
祉
協
議
会
内)

の
幡

多
福
祉
人
材
バ
ン
ク
無
料
職
業
紹
介
所
で
は
、
福
祉
関
係

に
就
職
・
転
職
し
た
い
人
を
対
象
に
登
録
し
て
、求
人
に
応

じ
て
福
祉
の
職
場
を
無
料
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ヘ
ル
パ

ー
２
級
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー･

介
護
福
祉
士
・
看
護
師･

保
育

士･

調
理
師
な
ど
の
資
格
を
お
持
ち
の
人
は
、
資
格
や
経
験

を
福
祉
に
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。
子
育
て
な
ど
で
現
場
を

離
れ
て
い
た
人
や
、資
格
の
な
い
人
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

☆
福
祉
の
し
ご
と
相
談 

　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー･･･ 

　
　
平
日
９
時
〜
17
時
に
常
時
相
談
お
受
け
し

　
　
て
い
ま
す
。 

☆
日
曜
福
祉
の
し
ご
と
相
談 

　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー･･･ 

　
　
13
時
〜
17
時 

５
月
23
日
・
６
月
27
日
・
７
月
25
日
・
８
月
22
日
・

９
月
26
日
・
10
月
24
日･

11
月
28
日･

12
月
19
日･ 

１
月
23
日･

２
月
27
日･

３
月
27
日 

　
遺
言
の
ほ
か
、
相
続
、
金
銭
・
不
動
産
の
貸
借
、
離
婚
に
伴

う
養
育
料
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
、高
齢
者
等
の
財
産
管
理
な

ど
の
相
談
を
無
料
・
秘
密
厳
守
で
行
い
ま
す
。 

担
　
当
　
高
知
地
方
法
務
局
所
属 

中
村
公
証
役
場
公
証
人 

日
　
時
　
５
月
16
日（
日
）９
時
〜
17
時 

（
１
組
約
50
分
） 

場
　
所
　
中
村
公
証
役
場 

　（
中
村
大
橋
通
６
丁
目
３
番
７
号
） 

※
予
約
制
　
平
日
に
事
前
に
電
話
で
予
約
し
て
く

　
　
　
　
　
だ
さ
い
。 
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(市)教育委員会 生涯学習課 ☎(34)7311問 

教
室
・
講
座 

(市)教育委員会 生涯学習課 ☎(34)7311問 

教
室
・
講
座 

　
発
音
の
基
礎
か
ら
簡
単
な
日
常
用
語
、日
常
会
話
ま
で

を
楽
し
く
学
び
ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

開 

講 

日
　
６
月
７
日（
月
）〜 

翌
年
２
月
28
日（
月
）ま
で
の
毎
週
月
曜
日 

　
　
　
　
　
　
　
　（
祝
日
等
は
休
講
） 

時
　
　
間
　
19
時
〜
21
時 

場
　
　
所
　
市
立
中
央
公
民
館 

定
　
　
員
　
30
人
程
度 

対 

象 

者
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、通
学
を
し
て
い
る
人 

　
　
　
　
　
＊
申
込
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
に
は
抽
選 

講
　
　
師
　
国
際
交
流
員
ほ
か 

受
付
期
間
　
５
月
10
日(

月)

〜
21
日(

金) 

　
　
　
　
　
　
＊
中
央
公
民
館
窓
口
ま
た
は
電
話
で
受
付 

中国語講座 

講 座 名  

ダ ン ス  

家庭園芸 

水 彩 画  

謡 曲  

詩 吟  

生 け 花  

大 正 琴  

民踊福田 

書 道  

民踊岡村 

編 み 物  

講　師　名 

岡村　眞弓 

池田　嘉夫 

野村ナナミ 

原田　勝美 

山口　禮子 

加用　幸子 

東　　尚子 

福田　清子 

柿葉　孟猪 

岡村　眞弓 

溝渕　寿美 

学　習　日 

第１・３ 水曜日 午前 

第１・３ 月曜日 午後 

第２・４ 月曜日 午後 

第１・３ 水曜日 午前 

第１・３ 水曜日 午後 

第２・４ 水曜日 午前 

第１・３ 木曜日 午前 

第２・４ 木曜日 午前 

第２・４ 水曜日 午後 

第１・３ 金曜日 午前 

第２・４ 金曜日 午後 

備　　　　　考 

靴が必要 

 

用具は各自が用意 

稽古本が必要 

 

花代実費が必要 

楽器は各自が用意 

靴が必要 

用具は各自が用意 

靴が必要 

用具・材料は各自が用意 

四万十シルバー教室 

相
　
談 

人権擁護委員制度をご存じですか 
　「
人
権
」と
は
、「
人
が
幸
せ
に
生
活
で
き
る
た
め

に
必
要
な
権
利
」で
す
。 

　
人
権
擁
護
委
員
は
、地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
が
、

人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
、法
務
局
や
市
役
所
な
ど
の

公
共
施
設
、地
区
集
会
所
な
ど
に
お
い
て
、家
庭
や

職
場
、地
域
社
会
な
ど
に
お
い
て
の
差
別
・
セ
ク
ハ

ラ
・
Ｄ
Ｖ
・
い
じ
め
な
ど
の
人
権
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
法
務
局
ま
た
は
人

権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
無
料
・
秘
密
厳
守
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

　
な
お
、現
在
、高
知
県
内
で
は
１
８
２
人
の
人
権

擁
護
委
員
が
各
地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
ど
の
講
座
も
初
心
者
を
対
象
と
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

対 

象 

者
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人 

会
　
　
場
　
市
立
中
央
公
民
館 

開
催
期
間
　
６
月
〜
翌
年
３
月（
毎
月
２
回
開
催
） 

開
催
講
座 

申
込
方
法
　
中
央
公
民
館
に
あ
る
申
し
込
み
用
紙
に 

　
　
　
　
　
記
入
し
提
出
し
て
下
さ
い
。（
原
則
一
人 

　
　
　
　
　
３
講
座
ま
で
） 

申
込
期
間
　
５
月
10
日（
月
）〜
25
日（
火
） 

（
土
・
日
は
除
く
）※
締
め
切
り
厳
守 

高知地方法務局四万十支局　☎（３４）１６００ 問 

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
施
行
さ
れ
た
日
で
す 

四万十市の人権擁護委員（４月１日現在） 

小野川和世 

山本加寿美 

竹田　元久 

岩　　幸吉 

佐田　政美 

遠近　哲代 

林　　良二 

威能　敬枝 

岡林　武範 

度長　　靖 

中村地域 西土佐地域 

開
級
式 

開
級
式

開
級
式 

開
級
式 

日
　
時
　
６
月
３
日（
木
）　
10
時
〜
12
時 

場
　
所
　
市
立
中
央
公
民
館
　
２
階
大
ホ
ー
ル 

　
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
っ
た
こ
と
の
な
い
人
も
、ラ
ケ
ッ
ト
は
持
っ
て
い

る
け
れ
ど
眠
ら
せ
た
ま
ま
の
人
も
、こ
の
機
会
に
テ
ニ
ス
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。楽
し
く
か
ら
だ
を
動
か
し
て
、日
ご
ろ
の
運
動
不
足

を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

対 

象 

者
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人 

期
　
　
間
　（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）６
月
３
日（
木
）〜
７
月
５
日（
月
） 

　
　
　
　
　
　
計
10
回 

毎
週 

木
・
月
曜
日 

　
　
　
　
　
　
＊
雨
天
の
場
合
は
順
延 

　
　
　
　
　（
硬
式
テ
ニ
ス
）６
月
１
日（
火
）〜
７
月
２
日（
金
） 

　
　
　
　
　
　
計
10
回 

毎
週 

火
・
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
＊
雨
天
の
場
合
は
順
延 

時
　
　
間
　
19
時
〜
21
時 

会
　
　
場
　
安
並
運
動
公
園
内
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

定
　
　
員
　
各
30
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
、

　
　
　
　
　
た
だ
し
こ
れ
ま
で
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
人
優
先
） 

参 

加 

料
　
１，
５
０
０
円
　（
保
険
料
を
含
む
） 

講
　
　
師
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス : 

中
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　
　
硬
式
テ
ニ
ス : 

ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ 

受
付
期
間
　
５
月
10
日（
月
）〜
24
日（
月
）９
時
〜
17
時 

申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

主
　
　
管
　（
財
）四
万
十
市
体
育
協
会 

そ 

の 

他
　
ラ
ケ
ッ
ト
が
な
い
人
に
は
貸
し
出
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
以
外
の
補
償
は
あ
り
ま 

　
　
　
　
　
せ
ん
。 

教
室
・
講
座 

問 

申 

（財）四万十市体育協会 (安並スポーツセンター内) 

☎（３４）２０７１ 

初心者ナイターテニス教室 

＊時間　午前の部　9時30分～12時　午後の部　13時30分～16時 
＊月２回の学習日のうち、１回は受講者の負担金が必要です。講座により 
　金額は異なります。 



市
　
政 

教
　
育 

情
報
掲
示
板 

情
報
掲
示
板 
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く
ら
し 

第１７回四万十川水泳マラソン大会 
四万十川の鮎と一緒に泳いでみませんか？ 

　
男
性
の
皆
さ
ん
、家
庭
で
も
っ
と
料
理
を
し
ま
し
ょ
う
。 

　
短
時
間
で
調
理
が
で
き
、
し
か
も
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
料
理
を
作
り
食
べ
て
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

 

日
　
　
時
　
５
月
23
日（
日
）11
時
〜
13
時
30
分 

場
　
　
所
　
四
万
十
市
立
働
く
婦
人
の
家 

講
　
　
師
　
谷
崎
　
佐
千
代 

対 

象 

者
　
市
内
居
住
の
男
性 

定
　
　
員
　
男
性
10
人 

材 

料 

費
　
５
０
０
円 

持
っ
て
く
る
も
の 

　
　
　
　
エ
プ
ロ
ン
、ふ
き
ん 

内
　
　
容
　
朝
食
メ
ニ
ュ
ー 

申
込
方
法
　
５
月
14
日（
金
）〜
20
日（
木
） 

　
　
　
　
　
窓
口
・
電
話
い
ず
れ
も
９
時
〜
17
時
15
分 

　
　
　
　
　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り 

清
流
保
全
や
健
康
づ
く
り
を
願
う
こ
の
大
会
は
、全
国
の

参
加
者
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
緒
に
泳
ぎ
ま
し
ょ
う
！ 

 

日
　
　
時
　
８
月
８
日（
日
）小
雨
決
行 

コ 

ー 

ス
　
３.

５
㎞（
入
田
よ
り
赤
鉄
橋
ま
で
） 

　
　
　
　
　
５
㎞（
佐
田
沈
下
橋
よ
り
赤
鉄
橋
ま
で
） 

参
加
資
格
　
３.

５
㎞
　
12
歳（
中
学
生
）以
上
の 

健
康
で
泳
げ
る
人 

　
　
　
　
　
５
㎞
　
15
歳（
高
校
生
）以
上
の 

健
康
で
泳
げ
る
人 

募
集
定
員
　
先
着
４
５
０
人（
各
コ
ー
ス
合
計
） 

参 

加 

料
　
６，
０
０
０
円 

（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
含
む
） 

申
込
締
切
　
６
月
10
日（
木
）17
時 

（
定
員
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を
中
止
） 

 

※
計
時
・
着
順
は
Ｒ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
よ
る
自
動 

　
計
測
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
ま
す
。 

※
地
震
・
台
風
・
豪
雨
・
増
水
な
ど
、自
然
災 

　
害
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
場
合
の
返
金 

　
額
は
４
，
０
０
０
円
と
し
ま
す
。   

※
参
加
申
込
書
は
、具
同
体
育
セ
ン
タ
ー
・ 

　
安
並
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。 

　
体
育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ 

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

教
室
・
講
座 

問 
（市）人権啓発課　働く婦人の家 

☎（３４）６２９９ 

～男性の料理教室～ 

募
　
　
集 

（財）四万十市体育協会　☎（３７）４５５８ 
携帯０９０－１５７６－３５１８ 

URL:http//www4.ocn.ne.jp/̃taikyo/ 

E-mail:taikyo@shirt.con.ne.jp

募
　
　
集 

問 

問 

申 
県警察本部　警務課　人事係 

（フリーダイヤル）　０１２０(０３)２３７６ 

（代表）　０８８(８２６)０１１０ 

～その想い、君にできる何か！～ 
警察官Ａ採用試験 

男女共同参画推進事業 

トンボ自然公園『花菖蒲まつり』 トンボ自然公園『花菖蒲まつり』 トンボ自然公園『花菖蒲まつり』 安並水車の里『紫陽花まつり』 安並水車の里『紫陽花まつり』 安並水車の里『紫陽花まつり』 ・
・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

 

問 

問 申 

（社）四万十市観光協会　☎(３５)４１７１ 
 

四万十川学遊館　☎(３７)４１１１ 
問 （社）四万十市観光協会　☎(３５)４１７１ 

　
四
万
十
花
ま
つ
り「
花
菖
蒲
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。春
の

一
日
、満
開
の
”花
菖
蒲
“の
中
を
の
ん
び
り
散
策
し
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

日
　
時
　
５
月
29
日（
土
）10
時
〜
15
時  

※
雨
天
決
行 

場
　
所
　
ト
ン
ボ
自
然
公
園
内（
四
万
十
市
具
同
） 

催
し
物
　
10
時
〜 

　
　
　
　
・
か
わ
ら
っ
こ
市（
田
舎
寿
し
、鮎
飯
な
ど
の
販
売
） 

　
　
　
　
・
臨
時
観
光
案
内 

　
　
　
　
・
生
き
物
探
し
ゲ
ー
ム（
屋
外
） 

（
参
加
料 

１
組
５
０
０
円
） 

　
　
　
　
13
時
〜 

　
　
　
　
・
ト
ン
ボ
王
国
道
草
ク
イ
ズ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ン
ボ
自
然
公
園（
屋
外
） 

（
参
加
料 

１
組
５
０
０
円
） 

ゲ
ー
ム
・
ク
イ
ズ
と
も
、
３
人

１
組
の
20
組
、合
計
60
人
の
先

着（
要
事
前
申
し
込
み)

。 

景
品
有（
数
に
限
り
あ
り
） 

 

※
雨
天
の
場
合
、ゲ
ー
ム
・
ク

　
イ
ズ
内
容
が
変
更（
屋
内

　
に
な
り
ま
す
。） 

　
田
園
風
景
を
彩
る
”
あ
じ
さ
い
と
水
車
“
は
素
朴
な
懐
か

し
い
風
景
で
す
。四
万
十
花
ま
つ
り
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

日
　
時
　
６
月
５
日（
土
）10
時
〜
15
時 

※
雨
天
決
行（
竹
灯
籠
に
つ
い
て
は
中
止
） 

場
　
所
　
安
並
水
車
の
里（
四
万
十
市
安
並
） 

催
し
物
　
野
だ
て
、
竹
水
車
の
作
製
・
水
路
へ
の 

　
　
　
　
設
置
、
か
わ
ら
っ
こ
市
（
田
舎
寿
し
、
鮎 

　
　
　
　
飯
な
ど
の
販
売
）、臨
時
観
光
案
内
な
ど 

　
　
　
　
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム 

　
　
　
　
竹
灯
籠（
と
う
ろ
う
）に
よ
る 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ（
19
時
〜
21
時
） 

 《
臨
時
駐
車
場
》
後
川
左
岸
の
堤
防
上
駐
車
場
（
市

　
　
　
　
　
　 

街
地
よ
り
後
川
橋
通
過
後
す
ぐ 

　
　
　
　
　
　 

左
折
） 

　
　
※
入
り
口
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 《
交 

通 

規 

制
》水
車
の
里
へ
の
進
入
道
路（
市
道
）

　
　
　
　
　
　
は
車
両
通
行
禁
止
予
定
。 

　
　
※
農
作
業
用
車
両
等
は
除
く
。 

 

催
　
　
し 

牧野由佳『きれいになる Yoga』in幡多 
～ヨーガで地域を元気にしよう～ 

高知西南部地域活性化懇談会 
事務局（（社）宿毛青年会議所） 
☎(63)3484

問 

主催：四万十市観光振興連絡会議 

ゲーム・クイズの 

受 
付 
期 

間
　
５
月
21
日（
金
）ま
で 

第
一
次
試
験
　
７
月
11
日（
日
） 

受 

験 

資 

格
　
昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　
　
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、学
校
教 

　
　
　
　
　
　
育
法
に
よ
る
４
年
制
の
大
学
な
ど 

　
　
　
　
　
　
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成
23 
年 

　
　
　
　
　
　
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
。 

就
職
説
明
会
の
ご
案
内 

　
日
　
　
時
　
５
月
14
日（
金
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
18
時
30
分
〜
20
時
30
分 

　
　
　
　
　
　
　
　
15
日（
土
）13
時
〜
16
時 

　
実
施
内
容
　
採
用
概
要
な
ど
の
説
明 

　
　
　
　
　
　
先
輩
警
察
官
と
の
質
疑
応
答 

　
　
　
　
　
　
警
察
装
備
品
の
紹
介 

　
　
　
　
　
　
指
紋
採
取
の
疑
似
体
験 e

tc

日
　
　
時
　
５
月
28
日（
金
）　
19
時
〜
21
時
15
分 

（
雨
天
決
行
） 

場
　
　
所
　
宿
毛
市
総
合
体
育
館（
宿
毛
市
芳
奈
地
区
）ア
リ
ー
ナ 

参 

加 

料
　
中
学
生
以
上
５
０
０
円 

（
１
講
座
で
も
２
講
座
で
も
同
一
金
額
） 

　
　
　
　
　
小
学
生
以
下
無
料（
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
） 

定
　
　
員
　
２
０
０
人
程
度 

申
込
方
法
　
開
催
当
日
に
受
付（
総
合
体
育
館
） 

講
　
　
師
　
牧
野
由
佳 

用
意
す
る
も
の 

　
　
　
　
　
動
き
や
す
い
服
装（
ス
パ
ッ
ツ
・
ジ

　
　
　
　
　
ャ
ー
ジ
な
ど
。ス
カ
ー
ト
は
不
可
） 

　
　
　
　
　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
き
な
バ
ス 

　
　
　
　
　
タ
オ
ル
・
汗
拭
き
タ
オ
ル
、飲
み
物 

四万十花まつり 四万十花まつり 



ディスクドッグゲームのお知らせ ディスクドッグゲームのお知らせ ディスクドッグゲームのお知らせ 

四万十市 
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市民のひろば 市民のひろば 
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『為松公園』桜治療の報告 

　「幡多緑と水の会」では、２月に為松公園

の傷んだ桜60本程を治療しました。これは、

公益社団法人・高知県森と緑の会より「緑と

水の森林基金」事業の助成を受け、四万十市

農林課、四万十市都市整備課と共同で実施

しました。 

　木山樹木医の指導の元、傷んだ樹はチェ

ーンソーなどで腐りを除き、ウレタン注入

を施し、樹勢の衰えている樹には土壌改良

や施肥を行い、４日間で延べ４０人の会員

が汗を流しました。 

　まだまだた

くさんの治療

が必要な樹が

ありますので、

継続していけ

たらいいなと

思っています。 

報告者　幡多緑と水の会　事務局　杉内 正 

　来る5月30日(日)の9時～１７時、高知県
四万十市「赤鉄橋下特設フィールド」にて
ディスクドッグ競技会が開催されます。 
　この競技会は10月に米国で開催され
る世界選手権の西日本予選を兼ねており、
上位5チームが出場資格を得ます。この
資格取得を目指して、日本各地から優れ
たフリースタイルチームが40チーム以
上集まり、手に汗握る熱戦を繰り広げます。 
　今回の競技会には、2005年の世界チャ
ンピオンである鹿児島県のプレーヤーや、
2008、2009年連続の全米チャンピオン
である群馬県のチームも参加予定です。

地元、四万十のチームも、
めきめき力をつけており、
見ごたえのあるゲーム
になると思います。 
　ご観覧は無料です。 

 

四国ディスクドッグクラブ 
吉岡　090-1577-8628

連　　絡　　先 

どなたでも参観 
できます。 

興味・関心のある方、 
ぜひお気軽に 
おいでください 

平
成
22
年
度
　
第
１
回
　
中
村
養
護
学
校 

公
開
授
業
ウ
ィ
ー
ク 

■■日時　　６月７日（月）～１１日（金） 
　　　　　　8：50～15：30（火・木）（小学部は14：35まで） 
　　　　　　8：50～14：35（水・金） 
■■場所　　県立中村養護学校　四万十市古津賀3091 
　　　　　　　　（34）1511 
　　　　　　FAX（34）1625（担当　田野・谷澤） 

■■日時　　６月７日（月）～１１日（金） 
　　　　　　8：50～15：30（火・木）（小学部は14：35まで） 
　　　　　　8：50～14：35（水・金） 
■■場所　　県立中村養護学校　四万十市古津賀3091 
　　　　　　　　（34）1511 
　　　　　　FAX（34）1625（担当　田野・谷澤） 

　
中
村
養
護
学
校
は
四
万
十
市
古
津
賀

に
あ
る
、
小
学
部
、
中
学
部
、
高
等
部
、
訪

問
学
級
の
あ
る
特
別
支
援
学
校（
知
的
障

害
）
で
す
。
児
童
生
徒
た
ち
は
社
会
自
立

に
向
け
て
、日
々
い
ろ
い
ろ
な
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
や
学
校
の
こ
と
、

授
業
に
つ
い
て
地
域
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、学
校
は
常
に
公

開
し
て
い
ま
す
が
、特
に
こ
の
期
間
を
公

開
授
業
ウ
ィ
ー
ク
と
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、み
な
さ
ん
に
参
観
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
授
業
を
見
直
す
機
会
に
も
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
学
校
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
元

気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
が
待
っ
て
い
ま
す
。 

☎☎
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市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 

情
報
掲
示
板 

★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★ 

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く 

人
が
人
ら
し
く 61

　
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
背
中

い
っ
ぱ
い
の
ラ
ン
ド
セ
ル
に
黄
色
い

カ
バ
ー
を
か
け
た
一
年
生
ら
し
い
姿

を
み
つ
け
、
つ
い
ほ
ほ
笑
ん
で
い
る

自
分
を
発
見
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
か
ら
は
教
科
書
も
一
だ
ん
と

重
く
な
り
、
学
習
内
容
も
増
え
る
と

マ
ス
コ
ミ
も
伝
え
て
い
ま
す
。
ど
う

か
、
こ
の
子
た
ち
の
前
途
が
楽
し
く

幸
せ
な
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
、

強
く
願
っ
て
い
る
の
は
、
親
や
私
ば

か
り
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。 

　
最
近
の
子
ど
も
た
ち
の
口
ぐ
せ
の

特
徴
に
「
無
理
」「
で
き
な
い
」「
あ
り

得
な
い
」
な
ど
と
い
う
否
定
的
な
言

葉
が
多
く
聞
か
れ
る
と
い
う
調
査
結

果
が
で
て
い
ま
す
。
自
分
と
い
う
も

の
を
余
り
信
用
し
て
い
な
い
、
言
い

か
え
る
と
、
自
信
の
な
い
自
分
の
姿

し
か
感
じ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
の

よ
う
で
す
が
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
子

ど
も
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
そ
れ
は
、子
ど
も
た
ち
が「
で
き
な

い
こ
と
」「
足
り
な
い
部
分
」
だ
け
に

注
目
さ
れ
、
絶
え
ず
注
意
さ
れ
、「
だ

か
ら
ダ
メ
な
ん
だ
」「
も
っ
と
頑
張
れ
」

と
叱
咤
激
励
ば
か
り
を
受
け
て
い
る

せ
い
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
は
あ
り
の
ま
ま
の
自

分
を
認
め
ら
れ
て
成
長
し
た
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
泣
い
て

も
、笑
っ
て
も「
き
み
は
い
い
子
だ
よ
」

と
、
い
つ
で
も
、
誰
か
ら
で
も
言
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
育
て
ら
れ
た

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
「
と
に
か
く
、
ボ
ク
の
絵
を
ほ
め

て
ほ
し
い
」
と
、
あ
る
老
画
家
が
夫

人
に
い
つ
も
頼
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

甘
え
て
い
る
の
で
も
、
欠
点
に
目
を

ふ
さ
い
で
い
る
の
で
も
な
く
、
自
分

の
奥
さ
ん
か
ら
ほ
め
て
も
ら
う
こ

と
が
一
番
有
効
で
あ
る
こ
と
を
、
こ

の
芸
術
家
は
知
っ
て
い
る
か
ら
だ

と
い
い
ま
す
。
人
は
、
き
び
し
い
批

判
で
進
歩
す
る
の
で
は
な
く
、
な
に

ご
と
も
、
ほ
め
ら
れ
て
こ
そ
伸
び
る

の
だ
と
確
信
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で

し
た
。 

　
春
は
人
と
の
出
合
い
の
季
節
で

も
あ
り
ま
す
。
初
め
て
の
人
と
う
ま

く
や
れ
る
か
ど
う
か
、
お
と
な
で
も

戸
惑
い
が
ち
で
す
。
ま
わ
り
の
環
境

を
整
備
す
る
と
、
よ
く
き
き
ま
す
が
、

環
境
と
は
「
自
然
環
境
」
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
人
と
人
と
の
関
係
も

環
境
で
す
。「
私
」
を
取
り
巻
く
、
私

以
外
の
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
私

と
自
分
」
と
の
向
き
合
い
方
も
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
を
考
え
る
の
も
、
環

境
問
題
と
し
て
大
切
で
す
。
こ
の
春

は
、
み
ん
な
で
人
の
在
り
方
を
考
え

て
み
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。　
　
　 

　
　
四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師
　 

山
本
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お
誕
生

お
誕
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お
め
で
と
う

　
お
め
で
と
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お
誕
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お
め
で
と
う 

柴
岡
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横
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陽
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正
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池
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植
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英
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中
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京
佑 

　
　
　
琥
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西
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佐
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虹
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北
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ひ
な
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は 

る 

ね 

  

か
　 

お 

　
ゆ
　
ま 

  

ま
さ
と
ら 

あ
お
い 

 

は
な 

　
ゆ
　
な 

  

ひ
で
ま
さ 

き
ょ
う
す
け 

　
こ
　
と 

た
け
る 

　
と
　
あ 

こ
こ
ろ 

太
陽 

日
出
志 

泰
介 

武 正
博 

貴 竜
祐 

諭 英
喜 

正
和 

清 仁 翼 宝 

（
平
成
22
・
３
・
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〜
平
成
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・
４
・
５
届
分
） 

（
平
成
22
・
３
・
６
〜
平
成
22
・
４
・
５
届
分
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ご
冥
福
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お
祈
り
し
ま
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中

村
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山
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国
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西
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中
村
大
橋
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右
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右

山

 

駅

前

町

 

不

破

 

佐

岡

 

入

田

 

具
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渡
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具
同
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黒 

下

田

 

井

沢

 

古

尾

 

西
土
佐
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方 

 

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、
「
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ

の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
ご
家
族
の
希

望
を
聞
い
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。 

　
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、 

　（
本
庁
）市
民
課 

　
　
　
　
☎
（
３
４
）１
１
１
３ 

　
　
　
ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

広聴ファックス 

広聴メール 

０１２０－４５９７８７ 
フリーダイヤル し こ く ななはちなな 

み な さ ん の 声 を  
聴 か せ て く だ さ い  

　｢開かれた市政」を推進するために、
市民の皆さん一人ひとりが持ってい
る市政に対する意見、提言や要望、苦
情などをお聴かせください。　 

四万十市公式ホームページ 
上に設けています 

h t tp : //www.c i ty . s h imanto . l g . j p /

岡
本
　
貢 

曽
我
部
　
俊
雄 

渡
邊
　
定 

三
浦
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小
松
　
利
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下
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綾
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藤
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岡
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光
広 

布
　
　
寅
子 

橋
本
　
久
惠 

間
　
　 

一
重 

黒
岩
　
ミ
サ
ヲ 

小
坂
　
鶴
子 

駄
場
　
章
雄 

山
本
　
利
惠
子 

岡
　
　
富
重 

伊
勢
　
　
博
正 

田
邊
　
萬
佐
子 

上
原
　
彪 

芝
　
　
壽
惠 

井
上
　
展
子 

住
　
所 

保
護
者 

赤
ち
ゃ
ん 

住
　
所 

享 

年 

氏
　
　  

名 

し
っ 

た 

げ
き
れ
い 

と 

ま 

ど 

■市ホームページに広告をのせませんか　市公式ホームページに掲載するバナー広告（有料）を募集しています。 
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水道に関する問い合わせは 
（本　　庁）水道課　☎（３４）１７１１ 
（総合支所）住民課　☎（５２）１１１１ 

●水道料金は口座振替で● 

土居水道工事店 

中村水道工事センター 

(株）中村住設  

(有）大杉設備工業 

(有）福永工業 

(有）カキタニ設備 

岡崎プロパン(株） 

(有）夕部設備 

西南管工 

(株）奥宮工業 

(有）大同設備 

(有）石井建設  

(有）山下建設 

豚座建設（株） 

(有）平野水道 

(株）四電工中村営業所  

溝渕設備 

５月 1日（土） 

2日（日） 

3日（月） 

4日（火） 

5日（水） 

8日（土） 

9日（日） 

15日（土） 

16日（日） 

22日（土） 

23日（日） 

29日（土） 

30日（日） 

６月 5日（土） 

6日（日） 

12日（土） 

13日（日） 

☎（３４）２１２６ 

☎（３４）２０３０ 

☎（３４）０５１１ 

☎（３４）６２１１ 

☎（３５）５１１２ 

☎（３４）２１２６ 

☎（３７）２２５５ 

☎（３５）０１０８ 

☎（３４）２１２６ 

☎（３４）７１７７ 

日直指定水道業者 

５月 2日（日） 

 3日（月） 

4日（火） 

 5日（水） 

9日（日） 

16日（日） 

23日（日） 

30日（日） 

６月 6日（日） 

13日（日） 

市民病院 

森下病院 

山下整形外科 

幡多病院 

こいけクリニック 

市民病院 

さたけ小児科 

小原外科胃腸科 

市民病院 

佐々木整形外科 

当 直 医 

☎ (32）1095 

☎ (35）4323 

☎ (34）3621 

☎ (34）2324 

☎ (35）5996 

☎ (33）0660 

☎ (35）3458 

☎ (37）3383 

☎ (36）2554 

☎ (37）5151 

☎ (35）4879 

☎ (33）0404 

☎ (33）0653 

☎ (34）6031 

☎ (35）2316  

☎ (34）1331 

☎ (34）3734

～３月末日現在～ 

総人口　36,351（－156） 
　男　　17,160（－101） 
　女　　19,191（－ 55） 
世帯数　16,152（－ 33） 

転入 
転出 
出生 
死亡 

244人 
382人 
20人 
38人 

（　）内は、前月との差 人のうごき 

四
万
十
川
清
流
保
全
基
金
に 

寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

　
中
村
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
さ
ま
、中
村
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
さ
ま
、四
万
十
の
日
実
行

委
員
会
さ
ま 

 

■
中
村
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ（
木
俵
光
一
理
事

　
長
）
が
主
催
す
る
「
四
万
十
の
日
制
定

　
記
念
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」の
参
加
費
か
ら

　
７
４，
０
０
０
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

　
き
ま
し
た
。 

 

■
中
村
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
野
球
部（
野

　
田
耕
一
監
督
）
か
ら
CD
「
お
じ
さ
ん
達

　
の
甲
子
園
」の
売
り
上
げ
の
一
部
と
し

　
て
、５
０，
０
０
０
円
の
ご
寄
付
を
い
た

　
だ
き
ま
し
た
。 

 

■
四
万
十
の
日
実
行
委
員
会（
藤
近
馨
会

　
長
）で
は
、募
金
箱
を
設
置
し
、四
万
十

　
川
清
流
保
全
基
金
へ
の
寄
付
に
ご
協

　
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。こ
の
募
金
箱

　
に
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
合
計
９，
４
０

　
４
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

　
こ
の
寄
付
金
は
四
万
十
川
の
清
流
保

全
の
た
め
の
費
用
と
し
て
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

　
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

高知県統計課　　088（823）9343

　調査員は顔写真つきの調査員証を携帯しています。

調査員が訪問した際にはご確認下さい。 

○ 家計調査（県主管） 

　 古津賀 …調査実施中 

○ 家計消費状況調査（国主管）…実施中 

（本庁）企画広報課　 （34）６１２８ 

今月の統計調査 5月 

■
四
月
か
ら
広
報

編
集
ス
タ
ッ
フ
も

新
体
制
と
な
り
ま

し
た
。
ま
だ
経
験
７
ケ
月
の

私（
中
年
男
性
）と
広
報
編
集

は
未
経
験
で
す
が
、「
若
さ
」「
や

る
気
」
に
は
自
信
の
あ
る
職

員
二
人（
男
性
一
名
、女
性
一

名
）
の
三
人
体
制
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。（
Ｙ
・
Ｔ
） 

 

■
４
月
よ
り
企
画
広
報
課
広

報
公
聴
係
に
異
動
に
な
り
ま

し
た
。
前
の
仕
事
と
は
内
容

が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
頭
の
整

理
が
つ
い
て
い
な
い
状
況
で

す
が
、
早
く
慣
れ
て
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
積
極
的
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た

多
く
の
方
々
と
、
そ
し
て
こ

れ
か
ら
出
会
う
多
く
の
皆
さ

ん
と
の
ご
縁
を
大
切
に
、
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。（
伊
与
田
） 

 

■
高
知
市
か
ら
新
規
採
用
と

し
て
来
ま
し
た
。「
香
山
寺
」

を「
こ
う
ざ
ん
じ
」と
読
ん
で

し
ま
う
有
り
様
な
私
で
す
が
、

一
日
で
も
早
く
四
万
十
の
こ

と
を
覚
え
て
、
よ
り
良
い
広

報
活
動
に
つ
と
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
誉
也
） 
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